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大学院生の奨学制度新設

一般公募制推薦選抜
11月 1 日㈬～11月 ８ 日㈬

政経学部、理工学部、法学部、文学部、
２1世紀アジア学部、経営学部

11月２1日㈫

1２月 1 日㈮

1次手続締切日：1２月1５日㈮
２次手続完了日： 3月 1日㈮

小論文（６００字）� 1００点／６０分
面　　接
（理工学部を除く学部）� 1００点
口頭試問
（理工学部（面接を含む））� 1００点
書類審査�
（調査書、推薦書、学修計画書）
� 1００点

ＡＯ選抜Ⅰ期
インターネット
出 願 期 間 ９ 月3０日㈯～1０月 ６ 日㈮

実 施 学 部 全学部

試 験 日 1０月２４日㈫

合格発表日 11月 1 日㈬

入学手続日 1 次手続締切日：11月1５日㈬
２次手続完了日： 3月 1日㈮

選 抜 内 容

小論文（６００字）� 1００点／６０分
面　　接
（政経学部・理工学部を除く学部）� 1００点
口頭試問
（政経学部・理工学部（面接を含む））
� 1００点
書類審査
（調査書、出願基準証明書、学修計画書）
� 1００点

◆https://www.kokushikan.ac.jp/admission/

※詳しくは、「令和6年度（２０２４年度）入
学者選抜要項」で必ずご確認ください。

令和6年度
（２０２4年度）入学者選抜要項概要

※AO選抜Ⅱ・Ⅲ期の実施学部・選抜日程等は、本学のホームページもしくは「令和６年度（２０２４年
度）入学者選抜要項（７月下旬公表予定）」でご確認ください。

犠牲者ゼロ目指し

　
◆
災
害
犠
牲
者
ゼ
ロ
の

　
　
地
域
づ
く
り

　
洪
水
・
土
砂
災
害
な
ど
、

発
生
前
に
避
難
行
動
が
可
能

な
災
害
に
お
い
て
、
地
域
ご

と
の
リ
ス
ク
に
合
わ
せ
て
避

難
エ
リ
ア
を
判
断
し
、
自
治

体
の
的
確
な
意
思
決
定
を
支

援
す
る
「
市
町
村
災
害
対
応

統
合
シ
ス
テ
ム
（
Ⅰ
Ｄ
Ｒ
４

Ｍ
）」
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
Ｉ

Ｄ
Ｒ
４
Ｍ
の
全
国
自
治
体
へ

の
導
入
に
向
け
、
地
方
・
中

都
市
の
自
治
体
を
対
象
に
災

害
時
の
状
況
把
握
か
ら
避
難

情
報
の
発
出
、
そ
れ
を
受
け

た
住
民
の
避
難
行
動
に
至
る

ま
で
の
一
連
の
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
円
滑
に
発
動
で
き
る

社
会
シ
ス
テ
ム
の
実
装
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
研
究
の
地
と
し
て
選
出
し

た
栃
木
県
栃
木
市
は
、
豪
雨

や
台
風
に
よ
り
近
年
２
度
の

被
害
を
受
け
た
地
で
あ
り
、

私
が
以
前
か
ら
歴
史
的
建
築

物
の
耐
震
研
究
や
歴
史
的
町

並
み
・
集
落
の
防
災
研
究
に

携
わ
る
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
本
研
究
の
目
標
は
、
自
治

体
の
円
滑
な
避
難
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
「
犠
牲
者
ゼ

ロ
」
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｄ

Ｒ
４
Ｍ
を
活
用
し
た
自
治
体

で
の
初
動
対
応
体
制
の
検
証

と
並
行
し
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
単
位
で
導

入
し
や
す
い
価

格
の
、
河
川
や

避
難
路
の
様
子

を
確
認
で
き
る

カ
メ
ラ
を
設
置

し
地
域
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
情
報

を
確
認
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
治

体
や
自
治
会
の

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
セ
ス
の
確

立
に
も
重
き
を

置
き
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
通

し
て
地
域
特
性

に
合
わ
せ
た
避

難
促
進
策
を
提
案
し
ま
し

た
。
自
治
体
で
は
水
害
時
の

避
難
と
要
支
援
者
の
支
援
方

法
に
つ
い
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
説
明
会
、
研
修
会
を
通

じ
て
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

落
と
し
込
み
ま
し
た
。
住
民

の
避
難
行
動
に
重
点
を
置
い

た
理
由
と
し
て
、
優
れ
た
シ

ス
テ
ム
が
あ
っ
て
も
住
民
が

行
動
し
な
け
れ
ば
地
域
の
災

害
予
防
力
は
向
上
し
な
い
、

と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

　
◆
一
体
で
取
り
組
む

　
　
地
域
防
災

４年ぶり防災訓練
震度５強、火災も想定

横
内
教
授
。
専
門
は
建
築
耐
震
構
造
、
地
域
防
災

講演会や記念誌発行を予定

ま
す
。
偏
見
や
バ
イ
ア
ス
が
多

い
事
象
に
つ
い
て
の
質
問
で

は
、自
ず
と
「
中
立
性
」
や
「
客

観
性
」「
公
平
性
」
に
問
題
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
卒
論
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
時
に

Ａ
Ｉ
を
安
易
に
使
用
す
る
こ
と

は
、
知
的
活
動
に
は
不
可
欠
な

深
く
考
え
る
機
会
、
論
点
整
理

や
分
析
す
る
能
力
の
開
発
が
阻

害
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
仮
に
作

　
本
学
は
、
令
和
５
年
度
父

母
懇
談
会
を
７
月
９
日
ま
で

に
世
田
谷
・
町
田
・
多
摩
の

各
キ
ャ
ン
パ
ス
と
地
方
会
場

と
し
て
青
森
市
、
福
島
市
で

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
合
わ
せ

て
約
１
０
０
０
人
の
父
母
が

参
加
し
た
。

　
父
母
懇
談
会
は
父
母
と
教

職
員
が
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
、
本

学
の
教
育
活
動
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
、
修
学
状
況
や

就
職
活
動
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
各
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び

複
数
の
地
方
会
場
で
実
施
し

て
い
る
。

　
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
５
月
21
日
に
、
政
経
・

理
工
・
法
・
文
・
経
営
の
各

学
部
の
２
・
３
年
生
の
父
母

を
対
象
に
開
催
し
、
約
６
０

０
人
が
来
校
し
た
＝
写
真
。

　
全
体
会
で
佐
藤
圭
一
学
長

が
、
創
立
１
０
６
年
を
迎
え

る
本
学
の
歴
史
や
建
学
の
精

神
を
説
明
し
た
ほ
か
、
本
学

が
注
力
す
る
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
の
取
り
組
み
な
ど
、
本

学
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
士
舘
大
学
教

育
後
援
会
の
山
田
愼
吾
会
長

が
、
後
援
会
の
趣
旨
や
制
度

を
、
石
見
豊
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
セ
ン
タ
ー
長
が
本
学
の

就
職
状
況
や
支
援
体
制
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　
全
体
会
終
了
後
は
各
学
部

に
分
か
れ
て
学
部
懇
談
会
と

希
望
者
へ
の
個
別
面
談
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
施
設
を
見
学
す
る
姿
が

見
ら
れ
る
な
ど
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
た
。

国
家
的
研
究
開
発
の
一
翼
担
う

　
行
政
や
住
民
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
、
災
害

に
対
す
る
意
識
改
革
の
地
盤

固
め
が
で
き
た
の
は
ひ
と
つ

の
成
果
で
す
。
防
災
に
関
心

を
持
ち
主
体
的
に
動
け
る
人

が
い
る
地
域
は
、
と
て
も
結

束
力
が
高
く
災
害
時
に
も
有

効
に
機
能
し
ま
す
。

　
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
セ
ス
の
構
築
が
必
要
で
す
。

防
災
の
研
究
者
と
し
て
、
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
継

続
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

が
使
命
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
◆
防
災
を
謳
う

　
　
本
学
の
役
割

　
防
災
は
極
め
て
学
際
的
な

性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
人

命
救
助
、
生
活
再
建
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
た
め
の
文

化
を
守
る
こ
と
な
ど
、
予
防

も
含
め
す
べ
て
の
時
間
軸
に

わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

ら
学
問
分
野
が
揃
っ
て
い
る

の
が
総
合
大
学
で
あ
る
本
学

の
強
み
で
あ
り
役
割
だ
と
考

え
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
ゼ
ミ
生
に
実

地
研
究
を
推
奨
し
て
お
り
、

外
部
か
ら
要
請
を
受
け
た
調

査
に
も
積
極
的
な
参
加
を
促

し
て
い
ま
す
。
大
学
時
代
の

多
様
な
経
験
が
、
率
先
し
て

人
を
助
け
る
行
動
や
勇
気
、

研
究
へ
の
動
機
付
け
に
つ
な

が
り
ま
す
。「
誠
意
・
勤
労
・

見
識
・
気
魄
」
の
も
と
防
災

を
学
ぶ
国
士
舘
。
災
害
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
た
め
の

肝
と
な
る
人
材
が
本
学
か
ら

全
国
へ
と
活
躍
の
場
を
広
げ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
線
状
降
水
帯
の
頻
発
な
ど
、
近

年
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
対

し
、
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講

じ
て
い
る
。内
閣
府
が
進
め
る「
国

家
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
防
災
・
減
災
）

の
強
化
」
の
研
究
開
発
の
ひ
と
つ

と
し
て
、国
士
舘
大
学
、群
馬
大

学
、
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
の

合
同
研
究
チ
ー
ム
が
令
和
３
年
度

か
ら
２
年
間
、「
地
方
・
中
都
市

を
対
象
と
す
る
災
害
時
最
適
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
」
に
取
り
組

ん
だ
。
研
究
代
表
の
本
学
理
工
学

部
横
内
基
教
授
に
、
研
究
開
発
に

つ
い
て
、
そ
し
て
防
災
と
大
学
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
聞
い
た
。

自治会ではワークショップも
重ねた

災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス　

人
材
育
成
が
肝

地方・中都市の自然災害対策

理工学部　横内 基教授

栃木市で２年間実証研究

　
生
成
系
Ａ
Ｉ（
以
下
、Ａ
Ｉ
）

に
対
し
て
社
会
的
関
心
が
高
ま

っ
て
お
り
、
教
育
現
場
で
の
対

応
に
つ
い
て
も
議
論
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
対
話
型
の
Ａ
Ｉ
は
、
そ
の
特

性
か
ら
質
問
に
対
し
て
取
り
あ

え
ず
は
何
ら
か
の
回
答
を
返
し

て
き
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
空
間
か
ら
収
集
さ
れ
た
情
報

の
精
度
が
回
答
の
質
を
左
右
し

家
や
学
者
の
文
章
や
学
説
等
が

入
り
込
ん
で
い
れ
ば「
剽
窃（
＝

盗
用
、
無
断
引
用
）」
や
「
著

作
権
侵
害
」
と
し
て
、
ま
た
個

人
情
報
や
機
密
情
報
が
あ
る
場

合
に
は
「
違
法
行
為
」
と
見
な

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
皆
さ
ん
が
入
力
し

た
自
身
の
個
人
情
報
な
ど
が
Ａ

Ｉ
に
取
り
込
ま
れ
、
他
人
の
回

答
に
使
用
さ
れ
る
恐
れ
も
生
じ

ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
高
度
化
す
る

Ａ
Ｉ
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
、

情
報
の
成
否
を
判
断
で
き
る
自

律
的
な
活
用
法
を
修
得
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
大
学
と
は
「
独
善
・
偏
見
を

排
し
、
真
理
を
探
究
す
る
場
」

で
す
。
主
体
的
そ
し
て
創
造
的

営
み
こ
そ
が
大
学
生
本
来
の
あ

る
べ
き
姿
で
す
。
Ａ
Ｉ
を
ど
の

よ
う
に
使
用
す
べ
き
か
を
熟
考

し
、
学
生
生
活
に
有
益
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

生
成
系
Ａ
Ｉ
の
自
律
的
な
活
用
を

父
母
懇
談
会 

地
方
で
も
開
催

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
な
ど
説
明

学長　佐藤 圭一

世田谷消防団に所属の本学学生らによる初期消火指
導。右は本学初となる女性団員の岩崎優桜さん（法１）

　
本
学
は
防
災
避
難
訓
練
を

４
年
ぶ
り
に
世
田
谷
・
町
田

キ
ャ
ン
パ
ス
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

　
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

５
月
25
日
に
学
生
・
教
職
員

ら
約
２
５
０
０
人
が
参
加
。

訓
練
は
、
11
時
30
分
に
震
度

５
強
の
地
震
が
首
都
圏
を
襲

っ
た
と
い
う
想
定
で
開
始
さ

れ
、
授
業
中
の
学
生
は
、
揺

れ
が
収
ま
っ
た
後
、
教
職
員

の
誘
導
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避

難
し
た
。

　
避
難
後
は
、
世
田
谷
消
防

団
に
所
属
す
る
本
学
学
生
５

人
に
よ
る
初
期
消
火
指
導
が

実
施
さ
れ
、
訓
練
用
の
消
火

器
や
屋
内
消
火
栓
を
使
用
し

て
模
擬
消
火
し
た
。

　
講
評
で
は
、
本
学
統
括
防

火
・
防
災
管
理
者
の
山
根
潤

法
人
事
務
局
長
が
「
常
に
災

害
に
備
え
る
こ
と
が
大
事
。

ま
だ
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
に

登
録
し
て
い
な
い
学
生
は
登

録
し
、
登
録
を
済
ま
せ
て
い

る
学
生
も
使
い
方
を
確
認
し

て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　
世
田
谷
消
防
署
の
岩
井
真

理
予
防
課
長
は
「
地
震
な
ど

の
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
大

事
な
の
は
命
。
身
の
安
全
を

第
一
に
行
動
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
備
蓄
品
が
使
用
で
き

る
か
を
確
認
し
て
お
い
て
ほ

し
い
」
と
、
日
ご
ろ
の
備
え

の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

国士舘の今国士舘の今 ㊱キッチンカー登場

　お昼時になると各キャンパスにキッチンカーが現れる。学食の混雑緩和
のため、今年４月から導入された。香りに誘われた多くの学生・教職員が
列を作り、午前中頑張った自分へのご褒美といいながら、日ごとに変わる
キッチンカーのメニューを楽しんでいる。
　この日はラーメン専門店。すでに学食で昼食を済ませ、２度目の昼食と
してラーメンを注文する学生も。「周りが食べているから釣られて食べた
くなった。ちょっと食べすぎかな」と苦笑いを浮かべながらも、美味しそ
うにラーメンを頬張っていた。�（令和５年６月撮影、世田谷キャンパス）

　
　
　
　
ド
配
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部
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対
面
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０
０
人
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ル
タ
イ
ム
Ｗ
Ｅ
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約
５
０

０
人

主
　
催
：
本
学
体
育
・
ス
ポ
ー
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科
学
学
会
、
体
育
学
部
ス

　
　
　
　
ポ
ー
ツ
医
科
学
科

協
　
力
：
大
学
院
救
急
シ
ス
テ
ム
研

　
　
　
　
究
科

参
加
費
：
無
料

　
詳
細
は
こ
ち
ら
→

　
体
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
の
在
学
生
と
卒
業
生
の
よ
り
強
固
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
：
令
和
５
年
10
月
７
日

　
　
　
　（
土
）
10
時
〜
16
時

場
　
所
：
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
25
号
　

　
　
　
　
館
臨
床
実
習
室

テ
ー
マ
：
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
が

　
　
　
　
輩
出
す
る
救
急
救
命
士

　
　
　
　
の
将
来
像

対
象
者
：
本
学
教
職
員
・
在
学

　
　
　
　
生
・
卒
業
生
、
一
般

方
　
法
：
対
面
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

　
　
　
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
オ
ン
デ
マ
ン

　
理
工
学
部
は
今
年
、
創
設
60
周
年
を

迎
え
た
。
昭
和
38
年
４
月
、
本
学
３
番

目
の
学
部
と
し
て
創
設
の
「
工
学
部
」

に
は
、機
械
・
電
気
・
土
木
・
建
築
の
４
学

科
を
設
け
た
。
以
来
、
科
学
技
術
の
発

展
や
社
会
の
変
化
に
応
じ
つ
つ
最
先
端

の
教
育
研
究
を
行
い
、
有
能
な
技
術
者

育
成
に
努
め
た
。平
成
19
年
４
月
に
は
、

理
工
学
部
に
改
組
し
て
「
１
学
科
６
学

系
」
の
教
育
シ
ス
テ
ム
と
し
、
各
専
門

分
野
の
拡
大
・
連
携
を
図
る
な
ど
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
改
革
を
重
ね
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
急
務
と
す
る

社
会
的
要
請
の
中
で
、
新
た
な
価
値
創

出
の
中
核
を
担
う
学
部
と
し
て
ま
す
ま

す
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
記
念
事
業
と
し
て
、
講
演
会
・
懇
談

会
の
開
催
と
６０
周
年
記
念
誌
の
発
行
を

予
定
し
て
い
る
。

救急救命士会フォーラム

理工学部創設60周年中
・
高
は
１
０
０
周
年

　
国
士
舘
中
学
校
・
高
等
学

校
は
、
大
正
12
年
の
「
中
等

部
」
創
設
か
ら
今
年
で
１
０

０
周
年
を
迎
え
た
。
大
正
14

年
４
月
設
置
の
国
士
舘
中
学

校
は
、
本
学
初
の
法
令
に
基

づ
く
教
育
機
関
で
、
以
後
、

世
田
谷
地
域
に
根
差
し
た
私

学
と
し
て
発
展
し
た
。
戦
禍

で
の
校
舎
焼
失
や
戦
後
の
新

教
育
制
度
へ
の
対
応
、
ま
た

新
校
舎
完
成
と
男
女
共
学
化

な
ど
を
経
な
が
ら
も
、
一
貫

し
て
心
身
の
育
成
と
人
間
性

の
涵
養
を
重
視
す
る
教
育
で

社
会
の
要
請
に
応
え
て
き
た
。

　
高
等
学
校
で
は
、
難
関
大

進
学
を
目
指
す
ク
ラ
ス
を
設

置
す
る
一
方
、
全
日
制
と
定

時
制
の
各
課
程
で
国
士
館
大

学
へ
の
内
部
進
学
の
強
化
を

図
る
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
る
。

　
記
念
事
業
と
し
て
、
秋
楓

祭
開
催
中
の
１１
月
３
日
に

は
、
卒
業
生
や
退
職
教
員
ら

を
招
い
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
予
定
。

　
本
学
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
と

し
て
令
和
２
年
４
月
８
日
か

ら
実
施
し
て
い
た
各
キ
ャ
ン

パ
ス
の
入
構
制
限
を
５
月
10

日
に
解
除
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

位
置
付
け
が
同
８
日
か
ら

「
５
類
感
染
症
」
に
移
行
し

た
こ
と
を
受
け
た
も
の
。
６

月
１
日
か
ら
は
図
書
館
や
国

士
舘
史
資
料
室
の
展
示
室
・

閲
覧
室
の
学
外
者
利
用
も
再

開
し
、
地
域
住
民
も
行
き
交

う
コ
ロ
ナ
禍
前
の
キ
ャ
ン
パ

ス
が
戻
っ
て
き
た
。

入
構
制
限
を

３
年
ぶ
り
解
除

学
園
閉
鎖
の

お
知
ら
せ

　
本
学
は
法
律
に
基
づ
く
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と

し
て
次
の
期
間
中
、
学
園
を

閉
鎖
し
ま
す
。
こ
の
間
に
管

理
者
・
許
可
者
以
外
は
入
構

で
き
ま
せ
ん
。

■
世
田
谷
（
中
学
・
高
校
区

域
含
む
）・
町
田
・
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
：
８
月
10
日
～
17

日

１
年
次
か
ら
適
用

　
本
学
は
、
大
学
院
生
向
け
に
令
和
５
年
度
か
ら

奨
学
制
度「
研
究
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
奨
学
生
」

と
「
研
究
推
進
支
援
奨
学
生
」
を
新
設
し
た
。

　
研
究
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
奨
学
生
は
、
本
学

修
士
課
程
に
入
学
し
た
１
年
生
（
外
国
人
留
学
生

を
除
く
）
の
中
か
ら
、
入
学
試
験
の
成
績
な
ど
が

特
に
優
秀
な
者
を
各
研
究
科
が
推
薦
し
、
決
定
さ

れ
る
。
支
給
額
は
年
額
24
万
円
。

　
研
究
推
進
支
援
奨
学
生
は
、
本
学
博
士
課
程
に

在
学
す
る
者
と
し
、
１
年
生
は
入
学
試
験
の
成
績

な
ど
、
１
年
以
上
継
続
し
て
在
学
す
る
者
（
高
学

年
生
を
除
く
）
は
学
業
成
績
な
ど
が
特
に
優
秀
な

者
を
各
研
究
科
か
ら
推
薦
し
、
決
定
さ
れ
る
。
支

給
額
は
年
額
30
万
円
。

　
今
回
の
奨
学
制
度
は
、
修
士
・
博
士
課
程
と
も

に
１
年
次
か
ら
適
用
さ
れ
る
本
学
独
自
の
奨
学
制

度
が
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
設
け
ら
れ

た
も
の
で
、
進
学
や
研
究
活
動
に
専
念
す
る
た
め

の
後
押
し
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（防災・救急救助総合研究所研究員）
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教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異
学 生 生 徒 等 納 付 金 　15,840,199,000 　15,827,320,060 　12,878,940
手 数 料 　363,677,000 　372,672,408 △8,995,408
寄 付 金 　89,287,000 　88,058,990 　1,228,010
経 常 費 等 補 助 金 　2,021,420,000 　2,027,052,246 △5,632,246
付 随 事 業 収 入 　275,609,000 　292,808,000 △17,199,000
雑 収 入 　878,819,000 　825,569,239 　53,249,761
教 育 活 動 収 入 計 　19,469,011,000 　19,433,480,943 　35,530,057

事業活動
支出の部

人 件 費 　9,325,256,000 　9,207,417,026 　117,838,974
教 育 研 究 経 費 　7,720,240,000 　7,204,178,402 　516,061,598
管 理 経 費 　1,356,510,000 　1,274,481,191 　82,028,809
徴 収 不 能 額 等 　70,600,000 　54,457,630 　16,142,370
教 育 活 動 支 出 計 　18,472,606,000 　17,740,534,249 　732,071,751
教 育 活 動 収 支 差 額 　996,405,000 　1,692,946,694 △696,541,694

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受 取 利 息・ 配 当 金 　111,381,000 　112,237,137 △856,137
その他の教育活動外収入 　0 　0 　0
教 育 活 動 外 収 入 計 　111,381,000 　112,237,137 △856,137

事業活動
支出の部

借 入 金 等 利 息 　20,732,000 　20,711,486 　20,514
その他の教育活動外支出 　0 　0 　0
教 育 活 動 外 支 出 計 　20,732,000 　20,711,486 　20,514
教 育 活 動 外 収 支 差 額 　90,649,000 　91,525,651 △876,651
経 常 収 支 差 額 　1,087,054,000 　1,784,472,345 △697,418,345

特
別
収
支

事業活動
収入の部

資 産 売 却 差 額 　50,000 　50,000 　0
そ の 他 の 特 別 収 入 　69,744,000 　71,940,235 △2,196,235
特 別 収 入 計 　69,794,000 　71,990,235 △2,196,235

事業活動
支出の部

資 産 処 分 差 額 　5,000,000 　26,989,466 △21,989,466
そ の 他 の 特 別 支 出 　58,160,000 　60,223,959 △2,063,959
特 別 支 出 計 　63,160,000 　87,213,425 △24,053,425
特 別 収 支 差 額 　6,634,000 △15,223,190 　21,857,190
基本金組入前当年度収支差額 　1,093,688,000 　1,769,249,155 △675,561,155
基 本 金 組 入 額 合 計 △1,380,355,000 △959,872,120 △420,482,880
当 年 度 収 支 差 額 △286,667,000 　809,377,035 △1,096,044,035
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △20,492,602,262 △20,492,602,262 　0
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △20,779,269,262 △19,683,225,227 △1,096,044,035

（参考）
事 業 活 動 収 入 計 　19,650,186,000 　19,617,708,315 　32,477,685
事 業 活 動 支 出 計 　18,556,498,000 　17,848,459,160 　708,038,840

令和４年度決算の概要 （財務部）
　令和 4 年度決算は、令和 5 年 5 月24日開催の
理事会において承認されました。以下に掲げる
決算の概要は、学校会計基準に基づき作成した
令和 4 年度事業活動収支計算書における収入・
支出及び貸借対照表における令和 5 年 3 月31日
現在に保有する資産、負債並びに純資産の当年
度決算額（対前年度増減比）の状況について説
明したものです。
　なお金額は、100万円未満を切り捨てて表示
しています。

●事業活動収支計算書
　事業活動収支計算書は、教育研究活動に関す
る収支、教育研究活動以外の経常的な（主に財
務的な）収支、当年度に一時的に発生した特別
収支というように活動区分ごとに収支を設け、
その内容と均衡状態を明らかにし、経営状況を
表すものです。また本年度取得した資産を将来
へ保持し継続するために各収支差額の合計額か
ら基本金を組み入れ、組み入れ後の収支の均衡
状態を当年度収支差額として明らかにしていま
す。

1 .教育活動収支
　収入では、全体の 8 割を占める学生生徒等納
付金が158億 2 千 7 百万円となり、大学生の中
途退学者の減少による納付金の増加、高等学校・
中学校の過去の授業料増額改定などにより、前
年度に対して、 1 億 2 千 2 百万円の収入が増加
しました。経常費等補助金は、国及び東京都か
ら合計で20億 2 千 7 百万円の交付を受けまし
た。その内、「高等教育の修学支援新制度」に
よる授業料等減免費交付金収入では、減免対象
者（実人数）が前年度903人から208人増加して
1,111人となり、 6 億 6 千 2 百万円を計上して
います。その他の収入では、入学検定料を主と
した手数料で 3 億 7 千 2 百万円、現物寄付を含
む寄付金で 8 千 8 百万円、付随事業収入では、
学生寮の運営に伴う補助活動収入に 1 億 1 千 6
百万円、防災・救急救助総合研究所やウエルネ
ス・リサーチセンターによる受託事業及び理工
学部他教員が獲得した学外諸機関からの受託事
業収入に 1 億 6 千 3 百万円、地域連携・社会貢
献推進センターが行う地域交流に向けた公開講
座収入では、 1 千 1 百万円、雑収入では、退職
金支出に相応した退職金財団等交付金ほかで 8
億 2 千 5 百万円となりました。この結果、教育

活動収入合計では、194億 3 千 3 百万円となり
ました。
　支出では、人件費で教職員給与等に82億 4 千
7 百万円、役員報酬、年金及び退職金に 3 億 7
千 6 百万円、将来の退職金支払いに備えた退職
給与引当金繰入額に 5 億 3 千 4 百万円、また簡
易的業務支援に係る学生アルバイト等賃金に 4
千 8 百万円を計上した結果、人件費合計では、
92億 7 百万円となりました。
　次に教育研究経費では、昨今のエネルギー価
格高騰による光熱水費の増額、「高等教育の修
学支援新制度」利用者増加による奨学費の増額、
行動制限の緩和による出張や学外実習等の増加
による旅費交通費の増額、インフレの影響によ
る業務委託費の増額などの影響により、当年度
の減価償却額（建物・構築物・教育研究用機器
備品等資産の購入費用を使用可能期間に応じて
分割し費用化した）16億 6 千 8 百万円と合わせ
て、教育研究経費合計では対前年度比 6 億 8 百
万円増の72億 4 百万円となりました。
　管理経費では、主として学園広報及び学生・
生徒の募集事業等に要した経費と減価償却額を
計上しており、管理経費合計で12億 7 千 4 百万
円となりました。
　徴収不能額等では、当期において未収となっ
た退学者及び除籍者の学生生徒等納付金に対す
る合計額で、 5 千 4 百万円となりました。これ
らにより教育活動支出合計は、177億 4 千万円
を計上しました。
　以上の結果、教育活動収入合計額から教育活
動支出合計額を差し引いた教育活動収支差額
は、16億 9 千 2 百万円の収入超過となりました。

2 .教育活動外収支
　教育活動外収支では、保有する有価証券等の
受取利息・配当金などで 1 億 1 千 2 百万円の収
入を計上し、建物等建設資金に要した借入金等
利息に 2 千万円の支出を計上した結果、収支差
額では 9 千 1 百万円の収入超過となりました。

3 .特別収支
　特別収支では、資産売却差額、施設設備の整
備を使途指定とする寄付金、科学研究費補助金
により購入した備品等の現物寄付や過年度修正
額（収入）などにより、 7 千 1 百万円の収入を
計上しました。一方で、物品の不用決定や図書
の除籍等による資産処分差額や過年度修正額

（支出）により、 8 千 7 百万円の支出を計上し
た結果、1 千 5 百万円の支出超過となりました。
　以上の 3 つの区分における収支差額を合計し
た基本金組入前当年度収支差額は17億 6 千 9 百
万円となり、同 3 区分の収入の合計額である事
業活動収入196億 1 千 7 百万円を分母とする事
業活動収支差額比率（経営状況の健全性を示す
指標）は9.02%（対前年度1.64ポイント減）と
なりました。
　この基本金組入前当年度収支差額から本年度
取得した教育研究活動に必要な資産を将来に維
持確保するために基本金として 9 億 5 千 9 百万
円を組み入れた（表示はマイナス）結果、当年
度収支差額はプラス 8 億 9 百万円となり、これ
に前年度繰越収支差額を加えた長期の収支均衡
を表す翌年度繰越収支差額は、マイナス196億
8 千 3 百万円となりました。

●貸借対照表
　貸借対照表は、当年度末における資産・負債・
基本金及び収支差額の残高を示し、財政状態を
明らかにするとともに、教育研究に必要な資産
の保有状況を表示するものです。
　資産の部は、固定資産で582億 5 千万円とな
りました。有形固定資産は、土地で110億 9 千
3 百万円、建物で189億 2 百万円、構築物で26
億 7 千 1 百万円、教育研究用機器備品及び管理
用機器備品並びに図書では合計で63億 3 千 9 百
万円を計上しました。
　特定資産では、奨学基金の充実に向けた第 3
号基本金引当特定資産及び将来の退職金支払い
に充てる退職給与引当特定資産並びに累積する
減価償却額の一部に充てる減価償却引当特定資
産の合計で33億 6 千 9 百万円を計上しました。
　その他の固定資産では、多摩丘陵病院への施
設利用権として10億円、残存期間が 1 年を超え
る長期保有の有価証券として146億 4 千 3 百万
円のほか、合計で158億 7 千 3 百万円となりま
した。
　流動資産では、現金預金に加えて 1 年以内に
換金もしくは回収可能な資産として224億 2 千
万円を計上しました。
　以上の結果、資産の部は806億 7 千万円（対
前年度1.4%増）となりました。
　負債の部では、固定負債で建設資金に充てた
過年度長期借入金の返済残額、また長期未払金
に退職給与引当金を合わせて66億 9 千 3 百万円

となりました。
　流動負債では、短期借入金（長期借入金のう
ち翌年度返済を予定する額）、未払金（取引業
者への前年度事業経費の要支払額）、前受金（次
年度事業資金となる学納金等）、預り金（ 3 月
分の社会保険料、国士舘大学教育後援会会費、
寮食費、高等学校修学旅行費など）を合わせて
58億 5 千 5 百万円となり、負債の部合計では
125億 4 千 8 百万円（対前年度4.7%減）となり
ました。
　純資産の部は、資産の取得を自己資本とする
基本金と繰越収支差額で構成されています。基
本金では、第 1 号基本金として、当期に自己資
金で取得した固定資産の取得相当額及び過去に
取得した固定資産に係る借入金の返済額並びに
同未払金の支払額として 9 億 5 千 5 百万円を組
み入れました。第 3 号基本金では、国士舘奨学

基金として 4 百万円を組み入れ、第 4 号基本
金では、恒常的に保持すべき資金として前年
度同額を計上し、基本金合計では、878億 5
百万円（対前年度1.1%増）となりました。
なお将来固定資産を取得することを目的とし
た第 2 号基本金への当年度組入額は有りませ
ん。
　また、繰越収支差額は、事業活動収支計算
書における翌年度繰越収支差額（当該年度ま
での収支差額の累積額）と同額で、マイナス
196億 8 千 3 百万円を計上し、基本金及び繰
越収支差額を合計した純資産の部は、681億
2 千 2 百万円（対前年度2.7%増）となりま
した。
　この結果、負債及び純資産の部の合計は、
資産の部と同額の806億 7 千万円（対前年度
1.4%増）となりました。

詳細はホームページに掲載しています
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現金・預金他
流動資産

その他
固定資産

機器備品・
図書

建物・構築物

長期借入金
ほか負債

土　　地

単位：億円

資産及び負債の推移（過年度５年間）

支出

48%48%
42%42%

5%5%
5%5%

25%25%

19%19%

4%4%

収支差額
18億円

52%52%
収入

学生生徒等
納付金
経常費等
補助金
受取利息・
配当金ほか
人件費
教育研究経費
管理経費ほか

収入総額　196億円
支出総額　178億円

令和４年度事業活動収支の割合

令和４年度 貸借対照表
令和５年３月３１日

令和４年度 事業活動収支計算書（概略）
令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

資産の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固 定 資 産 　58,250,518,885 　53,284,506,472 　4,966,012,413
有形固定資産 　39,007,270,665 　40,243,674,250 △1,236,403,585
土 地 　11,093,533,588 　11,093,533,588 　11,093,533,588
建 物 及 び 構 築 物 　21,574,148,965 　22,593,817,207 △1,019,668,242
教育研究用機器備品 　1,117,825,825 　1,313,693,915 △195,868,090
管 理 用 機 器 備 品 　72,099,073 　111,309,232 △39,210,159
図 書 　5,149,608,938 　5,131,103,230 　18,505,708
車 両 　54,276 　217,078 △162,802
特 定 資 産 　3,369,330,000 　2,865,330,000 　504,000,000
第３号基本金引当特定資産 　80,042,000 　76,042,000 　4,000,000
退職給与引当金特定資産 　2,000,000,000 　2,000,000,000 　0
減価償却引当特定資産 　1,289,288,000 　789,288,000 　500,000,000
その他の固定資産 　15,873,918,220 　10,175,502,222 　5,698,415,998
借地権・電話加入権 　216,238,540 　216,238,540 　0
有 価 証 券 　14,643,282,000 　9,543,282,000 　5,100,000,000
そ の 他 の 資 産 　1,014,397,680 　415,981,682 　598,415,998

流 動 資 産 　22,420,406,361 　26,241,649,210 △3,821,242,849
現 金 預 金 　20,952,959,802 　24,131,392,802 △3,178,433,000
未 収 入 金 　644,273,784 　876,915,782 △232,641,998
貯 蔵 品 　73,036,441 　73,184,215 △147,774
有 価 証 券 　700,000,000 　1,099,950,000 △399,950,000
前 払 金・ 仮 払 金 　48,408,722 　58,783,149 △10,374,427
別 段 預 金 ほ か 　1,727,612 　1,423,262 　304,350
資産の部合計 　80,670,925,246 　79,526,155,682 　1,144,769,564

負債の部� （単位：円） 
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固 定 負 債 　6,693,419,619 　7,269,216,900 △575,797,281
長 期 借 入 金 　1,881,582,000 　2,466,872,000 △585,290,000
長 期 未 払 金 　223,539,608 　54,799,416 　168,740,192
退 職 給 与 引 当 金 　4,588,298,011 　4,747,545,484 △159,247,473

流 動 負 債 　5,855,410,582 　5,904,092,892 △48,682,310
短 期 借 入 金 　585,290,000 　585,290,000 　0
未 払 金 　1,319,043,503 　1,258,052,658 　60,990,845
前 受 金 　3,536,377,458 　3,641,900,971 △105,523,513
預 り 金 　414,699,621 　418,849,263 △4,149,642
負債の部合計 　12,548,830,201 　13,173,309,792 △624,479,591

純資産の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

基　　本　　金 　87,805,320,272 　86,845,448,152 　959,872,120
第 １ 号 基 本 金 　86,434,278,272 　85,478,406,152 　955,872,120
第 ３ 号 基 本 金 　80,042,000 　76,042,000 　4,000,000
第 ４ 号 基 本 金 　1,291,000,000 　1,291,000,000 　0

繰越収支差額 △19,683,225,227 △20,492,602,262 　809,377,035
翌年度繰越収支差額 △19,683,225,227 △20,492,602,262 　809,377,035
純資産の部合計 68,122,095,045 66,352,845,890 　1,769,249,155

負債及び純資産の部合計 80,670,925,246 79,526,155,682 　1,144,769,564

折上格天井（ごうてんじょう）について
説明を聞く参加者

名誉教授記を手にする前列左から森脇氏、内藤氏、村岡氏、
（佐藤学長）、勝田氏、鷲野氏、邢氏（代理出席）
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掲
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司
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４２
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。
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、
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ら
に
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た
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議
事
は
、
令
和
４
年
度
の

事
業
報
告
と
決
算
報
告
、
同

５
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算

計
画
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
幹
事

が
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明
し
、
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さ
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た
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い
て
、
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ャ
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ア
支
援
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職
員
が
本
学
の
就
職
状
況

と
各
種
取
り
組
み
を
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。

全
３
年
生
へ
の
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記
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策
本
の
配
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と
対
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講
座
の

実
施
に
対
す
る
当
会
の
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援

に
対
し
謝
意
を
述
べ
た
。

　在職中、長年にわたり本学の教育、学術、文化の発展に顕
著な功績を挙げた ６ 人に、本学は ６ 月２１日付で名誉教授の称
号を授与した。授与式は ６ 月２１日、国士舘大講堂で執り行わ
れ、佐藤圭一学長が一人一人に名誉教授記を手渡し、祝辞を
贈った。

◇
森
脇
　
保
彦（
も
り
わ
き
・
や
す
ひ
こ
＝
柔
道
）

昭
和
５０
年
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
卒
業
。
同
年
体

育
学
部
助
手
、
平
成
１４
年
同
教
授
。
学
生
主
任
、

武
道
学
科
主
任
な
ど
の
要
職
を
務
め
、
武
道
教
育

の
充
実
、
発
展
に
寄
与
し
た
。
柔
道
部
部
長
と
し

て
数
々
の
有
力
選
手
を
輩
出
し
た
。
在
職
４８
年
。

◇
内
藤
　
祐
子
（
な
い
と
う
・
ゆ
う
こ
＝
微
生
物

学
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
）
昭
和
５２
年
共
立
薬
科
大
学

薬
学
部
卒
業
。
同
６１
年
歯
学
博
士
（
東
京
歯
科
大

学
）。
平
成
６
年
体
育
学
部
助
教
授
、
同
１８
年
同

教
授
。
教
務
主
任
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン

タ
ー
長
な
ど
を
歴
任
。
専
門
の
口
腔
細
菌
の
分
野

で
企
業
と
共
同
開
発
を
進
め
る
な
ど
研
究
で
成
果

を
残
し
た
。
在
職
２９
年
。

◇
村
岡
　
幸
彦
（
む
ら
お
か
・
ゆ
き
ひ
こ
＝
外
科

学
）
昭
和
５４
年
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
卒 

業
。
平
成
１５
年
博
士
（
医
学
）（
東
京
医
科
歯
科

大
学
）。平
成
１３
年
体
育
学
部
教
授
。体
育
学
部
長
、

副
学
長
、
学
校
法
人
国
士
舘
理
事
、
同
評
議
員
な

ど
の
要
職
を
歴
任
。
体
育
学
部
教
育
お
よ
び
大
学

教
育
の
充
実
、
発
展
に
寄
与
し
た
。
在
職
２２
年
３

カ
月
。

◇
勝
田
　
政
治
（
か
つ
た
・
ま
さ
は
る
＝
日
本
近
代

史
）
昭
和
６０
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
平
成
１５
年
博
士
（
文
学
）

（
早
稲
田
大
学
）。
平
成
７
年
教
養
部
助
教
授
、
同

８
年
文
学
部
助
教
授
、
同
１３
年
同
教
授
。
大
学
院
人

文
科
学
研
究
科
長
な
ど
を
歴
任
。
明
治
維
新
史
研
究

の
第
一
人
者
と
し
て
著
書
・
論
文
な
ど
を
多
数
執
筆

し
た
。
在
職
２８
年
。

◇
鷲
野
　
正
明
（
わ
し
の
・
ま
さ
あ
き
＝
中
国
古
典

文
学
）
昭
和
５２
年
大
東
文
化
大
学
文
学
部
卒
業
。
同

５８
年
文
学
部
講
師
、平
成
８
年
同
教
授
。
教
務
主
任
、

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
長
な
ど
を
歴
任
。
漢
詩
の

研
究
と
制
作
指
導
に
注
力
し
、
著
書
・
論
文
な
ど
を

多
数
執
筆
し
た
ほ
か
、
学
生
の
学
術
交
流
を
通
じ
て

日
中
友
好
に
寄
与
し
た
。
在
職
４０
年
。

◇
邢 

志
強
（
け
い
・
し
き
ょ
う
＝
日
本
語
文
法
論
）

昭
和
５２
年
大
連
外
国
語
学
院
日
本
語
学
部
卒
業
。
平

成
１４
年
２１
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
教
授
。
２１
世
紀
ア
ジ
ア

学
部
設
置
と
と
も
に
本
学
に
着
任
し
、
海
外
研
修
や

交
換
留
学
の
制
度
構
築
な
ど
本
学
の
国
際
交
流
事
業

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。在
職
２０
年
１１
カ
月
。
令
和

５
年
２
月
逝
去
さ
れ
た
。

大
講
堂
を
は
じ
め
と
し
た
各

施
設
を
開
放
し
、
教
員
ら
は

見
学
を
通
し
て
本
学
の
歴
史

や
修
学
環
境
を
体
感
す
る
様

子
が
み
ら
れ
た
。

者
の
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
、
本
学
卒
業
生
の
雇
用
に

よ
る
救
急
救
命
士
の
活
用
な

ど
に
つ
い
て
連
携
を
図
っ
て

き
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
本

協
定
に
基
づ
き
本
学
学
生
の

数
百
件
に
上
る
発
熱
診
療
や

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
大
学
拠
点

接
種
で
全
面
的
な
協
力
を
得

て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
大
学
院

救
急
シ
ス
テ
ム
研
究
科
に
お

け
る
病
院
演
習
や
、
病
院
内

勤
務
の
救
急
救
命
士
を
志
望

す
る
体
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
医

科
学
科
の
学
生
の
科
目
履
修

の
演
習
に
活
用
し
て
い
る
。

　
救
急
救
命
士
の
養
成
課
程

に
お
い
て
は
、
指
定
三
次
救

急
救
命
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は

指
定
二
次
救
急
医
療
機
関
で

の
１
６
０
時
間
以
上
の
病
院

実
習
を
必
修
と
す
る
。
付
属

医
療
機
関
を
有
さ
な
い
本
学

は
当
病
院
と
の
協
定
に
よ

り
、
安
定
的
な
実
習
機
会
の

確
保
と
学
生
・
教
職
員
の
安

心
安
全
な
修
学
、
教
育
事
業

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　
多
摩
丘
陵
病
院
は
従
来
の

地
で
継
続
運
営
さ
れ
る
多
摩

丘
陵
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
と
合
わ
せ
て
東
京
都
の

指
定
二
次
救
急
医
療
機
関
と

し
て
３
０
０
床
を
超
え
る
病

床
を
有
す
る
総
合
病
院
。
５

月
に
新
装
開
院
し
、
正
面
入

口
と
救
急
外
来
入
口
に
は
連

携
協
定
の
証
と
し
て
「
国
士

舘
大
学
連
携
教
育
施
設
」
の

看
板
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
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第１期卒業アルバムより電子顕微鏡（右）
電子計算機（左上）パルス波（左下）

機体説明を受ける学生ら合同発表会で解決策を提案する学生ら

「大町マルシェ」で道路上に設けた広場

理工学部人間情報学系の実験室を
見学する高校生

国
家
資
格

ドローン操縦

マ
ス
コ
ミ

　
　
を
追
う

【
新
聞
】

●
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
へ
の
英
国
の
新
規
加
入
が

承
認
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
政

経
学
部
の
助
川
成
也
教
授
の
コ
メ

ン
ト
が
掲
載
（
読
売
新
聞
７
月
１７

日
）

●
疲
弊
す
る
教
員
㊤「
隠
れ
残
業
・

休
み
は
月
２
日
」
に
お
い
て
体
育

〇　50　〇

著 

書 

紹 

介
共
著
　
二
井
昭
佳
（
理
工
学

　
　
　
部
教
授
）

発
行
　
鹿
島
出
版
会

価
格
　
３
８
５
０
円（
税
込
）

共
著
　
小
川
快
之
（
文
学
部

　
　
　
教
授
）

発
行
　
デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社

価
格
　
３
７
２
２
円（
税
込
）

共
著
　
津
野
和
宏
（
理
工
学

　
　
　
部
教
授
）

発
行
　
建
設
図
書

価
格
　
３
６
３
０
円（
税
込
）

共
著
　
藤
巻
梓
（
法
学
部
教

　
　
　
授
）

発
行
　
弘
文
堂

価
格
　
２
５
３
０
円（
税
込
）

大
槌
町
町
方
・
吉
里
吉
里
の
地
域
デ
ザ
イ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
か
た
ち
と
復
興
区
画
整
理

中
国
福
建
・
江
西
・
浙
江
の
古
墓
・
史
跡
調
査
記

記
憶
さ
れ
た
人
と
歴
史

橋
梁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
の

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

構
造
工
学
入
門
（
実
践
編
）

Ｂ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
／
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ

民
法
・
不
動
産
登
記
法
改
正

学
部
の
喜
名
朝
博
教
授
の
コ
メ
ン

ト
が
掲
載（
読
売
新
聞
５
月
５
日
）

●
外
国
人
労
働
者
の
技
能
実
習
制

度
見
直
し
に
つ
い
て
、
文
学
部
の

鈴
木
江
理
子
教
授
の
コ
メ
ン
ト
が

掲
載
（
毎
日
新
聞
５
月
３
日
）

●
オ
ピ
ニ
オ
ン
「
有
事
想
定
の
国

民
保
護
」
に
お
い
て
、
防
災
・
救

急
救
助
総
合
研
究
所
の
中
林
啓
修

准
教
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載

（
朝
日
新
聞
４
月
１３
日
）

【
テ
レ
ビ
】

●
「
ミ
ラ
イ
の
歩
き
方
」
で
法
学

部
の
藤
巻
梓
教
授
が
相
続
登
記
の

義
務
化
に
つ
い
て
解
説
（
テ
レ
ビ

東
京
６
月
７
・
１４
日
）

●
「
報
道
ラ
イ
ブ 

イ
ン
サ
イ
ド

Ｏ
Ｕ
Ｔ
」
に
、
体
育
学
部
の
須
藤

明
治
教
授
が
出
演
し
、
大
腸
が
ん

の
リ
ス
ク
軽
減
策
に
つ
い
て
解
説

（
Ｂ
Ｓ
１１
　
５
月
３
日
）

【
雑
誌
】

●
「
学
問
と
政
治
～
新
し
い
開
国

進
取 

安
全
保
障
編
【
第
８
回
】」

に
お
い
て
、
文
学
部
の
石
野
裕
子

准
教
授
が
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら

見
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
」
と
し
て

寄
稿
（
中
央
公
論
７
月
号
）

　
今
年
度
か
ら
開
講
し
た

「
災
害
と
ド
ロ
ー
ン
」
の
実

技
講
習
が
５
月
２７
・
２８
日
、

多
摩
南
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
全
履
修
予
定
者
１
１

４
人
の
う
ち
８
人
の
学
生
が

受
講
し
た
。

　
実
技
講
習
で
は
、
本
学
防

災
・
救
急
救
助
総
合
研
究
所

の
教
員
か
ら
機
体
の
点
検
や

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
方
法
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、
基

本
飛
行
、応
用
飛
行
、カ
メ
ラ

操
作
な
ど
を
行
っ
た
。
付
属

の
カ
メ
ラ
を
使
用
し
「
ド
ロ

ー
ニ
ー
」
と
い
う
撮
影
方
法

に
も
挑
戦
し
、
そ
れ
ぞ
れ
迫

力
の
あ
る
映
像
を
撮
影
し
た
。

　
講
習
を
受
け
た
学
生
は
、

「
公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
。

国
家
資
格
を
取
得
し
、
ド
ロ

ー
ン
を
活
用
し
た
社
会
貢
献

　
政
経
学
部
の
佐
藤
恵
教

授
・
柴
田
怜
准
教
授
・
赤
石

　
経
営
者
に
よ
る
講
演
会
を

定
期
開
催
す
る
経
営
学
部
の

専
門
科
目
「
優
良
中
堅
・
中

小
企
業
講
座
」で
６
月
２８
日
、

銘
菓
「
う
な
ぎ
パ
イ
」
で
知

ら
れ
る
有
限
会
社
春
華
堂

（
浜
松
市
）
の
社
長
、
山
崎

貴
裕
氏
（
平
成
１０
年
政
経
学

部
二
部
卒
）
が
登
壇
し
た
＝

写
真
。

　
本
学
の
卒
業
生
で
も
あ
る

山
崎
氏
は
冒
頭
で
、
学
生
時

　
理
工
学
部
ま
ち
づ
く
り
学

系
の
西
村
亮
彦
研
究
室
で

　
本
学
は
、
内
部
推
薦
受
験

を
希
望
す
る
国
士
舘
高
校
３

年
生
を
対
象
と
し
た「
学
部
・

　
本
学
は
Ｆ
Ｄ
活
動
の
一
環

と
し
て
授
業
公
開
を
実
施
し

　
令
和
５
年
度
世
田
谷
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
リ
ス
ク
マ
ネ

　
文
学
部
史
学
地
理
学
科
考

古
・
日
本
史
学
コ
ー
ス
主
催

の
歴
史
講
演
会
が
、
６
月
３０

目
指
そ
う

３
ゼ
ミ
合
同 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令和５年度科学研究費助成事業採択課題一覧

国
家
資
格

ドローン操縦

防
災
分
野
で
の
活
用
に
期
待

道
路
空
間
の
活
用 

実
験

「
食
品
ロ
ス
」の
課
題
検
討

６2件に7488万円交付

中学生にも講義

「
う
な
ぎ
パ
イ
」山
崎
社
長
登
壇

会
津
若
松
市
と
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

授
業
公
開
で
Ｆ
Ｄ
推
進

高
麗
大
学
副
教
授
が
講
義

大
震
災
時
の
対
処
を
認
識

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ 

後
輩
に
講
義

歴
史
講
演
会
で
活
発
質
疑

世
田
谷
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
講
演
会

を
し
た
い
」「
測
量
士
補
の

取
得
に
向
け
て
勉
強
に
励
ん

で
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
で
の
測

量
に
つ
い
て
も
学
び
た
く
受

講
を
決
め
た
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
を
持
っ
た
学
生

が
、
ラ
イ
セ
ン
ス
資
格
取
得

に
向
け
本
講
習
で
学
び
を
深

め
た
。

　
本
科
目
は
全
学
部
開
講
の

随
意
科
目
で
、
全
３
日
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
授

業
内
試
験
に
合
格
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
土
交
通
省
管
理

団
体
資
格
「
Ｕ
Ａ
Ｓ 

Ｌ
Ｅ

Ｖ
Ｅ
Ｌ
２
」
ラ
イ
セ
ン
ス
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
資
格
取
得
に
よ
り
十
分

な
経
験
者
と
み
な
さ
れ
、
国

家
資
格
で
あ
る
無
人
航
空
機

操
縦
士
に
必
要
な
講
習
時
間

が
一
部
免
除
さ
れ
る
。

　
近
年
、
ド
ロ
ー
ン
は
急
速

に
進
化
し
、
災
害
時
に
は
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
被
害
状
況
調

査
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
防
災
分
野
だ
け
で
な

く
、
地
理
環
境
、
測
量
、
都

市
整
備
、
農
政
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
社
会
貢
献

で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
す
。

経
営
学
部

理
工・西
村
研
究
室

政経学部

文
学
部

高大接続行事を拡大

代
か
ら
続
け
た
人
形
メ
ー
カ

ー
で
の
修
行
が
、
家
業
を
継

ぐ
形
で
入
社
し
た
春
華
堂
で

の
経
営
の
基
礎
に
な
っ
た
と

振
り
返
っ
た
。

　
さ
ら
に
経
営
者
と
し
て
、

将
来
を
見
据
え
た
商
品
開
発

に
よ
る
販
路
拡
大
の
ほ
か
、

地
元
観
光
資
源
と
連
携
し
た

事
業
展
開
に
よ
り
、
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
例
な

ど
、
数
々
の
戦
略
と
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

　
山
崎
氏
は
、
若
き
経
営
者

と
の
交
流
が
自
社
の
発
展
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
し
、

「
経
営
学
を
学
び
、
人
と
社

会
を
支
え
る
人
材
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
学
生
に
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

日
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号

館
５
３
０
３
教
室
で
開
催
さ

れ
た
。

　
は
じ
め
に
本
学
大
学
院
人

文
科
学
研
究
科
修
士
２
年
の

田
中
雄
大
さ
ん
に
よ
る
研
究

報
告
が
あ
り
、
続
い
て
「
歴

史
教
育
の
な
か
の『
新
安
船
』

―
沈
没
船
か
ら
蘇
る
東
ア
ジ

ア
海
域
交
流
の
実
態
―
」
と

題
し
て
、
韓
国
・
高
麗
大
学

校
副
教
授
で
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
外
国
人
研
究

員
の
鄭
淳
一
（
ジ
ョ
ン
・
ス

ニ
ル
、
写
真
）
氏
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　
鄭
氏
は
、
１
９
７
５
年
に

韓
国
沖
で
発
見
さ
れ
た
沈
没

船
「
新
安
船
」
を
通
じ
て
、

韓
国
に
お
け
る
歴
史
教
育
が

自
国
史
と
世
界
史
の
統
合
的

教
育
の
一
助
と
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
察
。
引
き
上
げ

ら
れ
た
木
簡
や
高
麗
青
磁
な

ど
か
ら
推
測
さ
れ
る
歴
史
的

背
景
を
説
明
し
た
ほ
か
、
新

安
船
が
東
福
寺
な
ど
の
寺
社

復
興
の
た
め
に
運
用
さ
れ
た

「
寺
社
造
営
料
唐
船
」
で
あ

る
可
能
性
に
も
触
れ
、
日
本

―
中
国
間
の
交
流
を
含
め
た

中
世
東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
の

重
層
性
な
ど
に
つ
い
て
多
角

的
に
講
義
し
た
。

　
講
義
終
了
後
は
、
学
生
の

ほ
か
教
員
か
ら
も
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
、
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

秀
之
講
師
の
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
所
属
す
る
２
年
生
約
５０

人
が
、
６
月
中
旬
か
ら
１
カ

月
に
わ
た
り
、
課
題
解
決
型

授
業
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
目
指
せ
食
品

ロ
ス
ゼ
ロ
！
ミ
ッ
シ
ョ
ン
㏌

国
士
舘
大
学
」
に
取
り
組
ん

だ
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

株
式
会
社
Ｇ
―
Ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ

が
開
発
し
た
自
治
体
連
携
型

フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
「
タ
ベ
ス
ケ
」
が
抱
え

る
課
題
の
解
決
策
を
検
討
す

る
共
同
事
業
。

　
初
回
に
は
、
企
業
の
担
当

者
か
ら
学
生
に
向
け
た
説
明

会
が
行
わ
れ
、
食
品
ロ
ス
の

現
状
と
「
タ
ベ
ス
ケ
」
の
サ

ー
ビ
ス
概
要
、
ユ
ー
ザ
ー
使

用
率
や
登
録
店
舗
か
ら
の
出

品
の
継
続
性
と
い
っ
た
課
題

が
提
示
さ
れ
た
。

　
学
生
は
食
品
ロ
ス
の
社
会

課
題
に
つ
い
て
学
び
を
深
め

る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
調
査
・
分
析
を
行

い
、
解
決
策
を
検
討
し
た
。

　
７
月
１２
日
に
は
、
都
内
３

自
治
体
の
担
当
者
を
招
き
合

同
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

　
発
表
で
は
「
業
界
他
社
と

比
較
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ロ
ワ

ー
が
少
な
い
」「
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
利
点
を
実
感
す
る
こ

と
が
重
要
」
な
ど
の
分
析
の

も
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る

認
知
度
の
向
上
や
協
力
店
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な

ど
、
学
生
の
視
点
で
多
様
な

戦
略
案
が
提
案
さ
れ
た
。

　
発
表
後
、
企
業
担
当
者
は

「
我
々
が
や
り
た
い
こ
と
を

具
体
的
に
示
し
て
く
れ
た
。

活
用
で
き
る
よ
う
会
社
で
検

討
す
る
の
で
楽
し
み
に
し
て

い
て
ほ
し
い
」
と
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
果
を
述
べ
た
。

　独立行政法人日本学術振興会から、令和５年度科学研究費助成事業
の研究種目別に交付決定があり、新規採択１８件、継続課題４4件の計６2
件の学術研究に合わせて７４８８万円の科研費が交付される。
　採択された学術研究は、下表のとおり。

は
、
令
和
４
年
１２
月
か
ら
福

島
県
会
津
若
松
市
と
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
と
の
協
働
で
、
道

路
空
間
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
や
未
来
の

ま
ち
の
デ
ザ
イ
ン
検
討
と
そ

の
実
現
に
向
け
た
社
会
実
験

を
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

　
昨
年
１２
月
と
今
年
３
月
に

は
地
域
関
係
者
や
会
津
若
松

市
職
員
と
模
型
な
ど
を
用
い

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
、沿
道
の
施
設
や
駐
車
場
、

道
路
空
間
を
一
体
的
に
活
用

し
た
、
子
ど
も
主
体
の
道
路

空
間
の
実
現
方
策
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
た
。
西
村
研
究

室
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
使

用
す
る
模
型
の
製
作
や
道
路

空
間
の
デ
ザ
イ
ン
検
討
に
協

力
し
、
５
月
５
日
に
は
歩
行

者
天
国
の「
大
町
マ
ル
シ
ェ
」

に
合
わ
せ
学
生
ら
が
Ｄ
Ｉ
Ｙ

で
設
計
・
製
作
し
た
い
す
や

テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
用
い
た
広

場
づ
く
り
を
行
っ
た
ほ
か
、

同
１２
日
か
ら
１６
日
に
か
け
て

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
道
路
を
利
活
用
す
る
た

め
の
社
会
実
験
と
現
地
調
査

を
実
施
し
た
。
西
村
准
教
授

は
「
継
続
的
な
実
験
を
通
じ

て
地
方
都
市
が
抱
え
る
ま
ち

の
課
題
を
道
路
空
間
か
ら
解

決
す
る
モ
デ
ル
の
構
築
を
目

指
す
」
と
話
し
た
。

て
い
る
。
他
教
員
の
授
業
実

践
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
教

員
の
意
識
改
革
や
授
業
改
善

を
図
り
、
教
育
の
質
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
。

　
今
年
度
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
手
法
を
取
り
入

れ
た
授
業
を
中
心
に
、
６
月

１２
日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
の

期
間
に
全
７
学
部
お
よ
び
防

災
・
救
急
救
助
総
合
研
究
所

の
教
員
１３
人
が
授
業
を
公
開

し
た
。

　
期
間
中
は
数
多
く
の
教
職

員
が
見
学
に
訪
れ
、
教
員
間

で
実
践
方
法
を
共
有
し
授
業

改
善
を
図
ろ
う
と
、
熱
心
に

聴
講
し
て
い
た
。

学
科
見
学
会
」
を
５
月
下
旬

か
ら
６
月
下
旬
に
か
け
て
全

学
部
で
実
施
し
、
内
部
進
学

を
考
え
る
生
徒
が
世
田
谷
・

町
田
・
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
を

訪
れ
、
興
味
の
あ
る
学
部
の

学
び
を
体
験
し
た
。

　
各
学
部
で
は
、
学
科
ご
と

に
授
業
見
学
や
ゼ
ミ
体
験
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
が

行
わ
れ
、
生
徒
ら
が
学
び
た

い
学
部
を
考
え
、
１
年
後
の

大
学
生
活
を
思
い
描
く
機
会

と
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
に
は
高
大
接

続
行
事
の
一
環
と
し
て
、
２１

世
紀
ア
ジ
ア
学
部
が
国
士
舘

中
学
校
の
２
・
３
年
生
に
向

け
て
伝
統
芸
能
に
つ
い
て
の

講
義
を
行
っ
た
。
毎
年
中
学

で
実
施
さ
れ
る
古
典
芸
能
鑑

賞
の
理
解
を
深
め
、
ま
た
町

田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
知
る
こ
と

で
進
路
の
視
野
を
広
げ
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。

　
講
義
の
後
に
は
学
食
で
の

昼
食
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

も
実
施
さ
れ
、
中
学
生
の
う

ち
か
ら
大
学
の
雰
囲
気
に
触

れ
る
好
機
と
な
っ
た
。

ジ
メ
ン
ト
部
会
の
講
演
会
が

６
月
２１
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
協
定
校

（
国
士
舘
・
駒
澤
・
昭
和
女

子
・
成
城
・
東
京
都
市
・
東

京
農
業
）
の
職
員
約
２５
人
が

参
加
し
た
。
当
日
は
東
北
大

学
と
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

つ
な
ぎ
、
同
大
学
総
務
企
画

部
総
務
課
の
西
川
雄
一
氏
と

福
士
邦
彦
氏
に
、
大
規
模
地

震
の
経
験
か
ら
、
当
時
の
対

応
や
そ
の
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　
講
演
で
は
、
東
日
本
大
震

災
発
生
時
に
イ
ン
フ
ラ
が
途

絶
す
る
中
で
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
安
否
確
認
、
建

物
等
の
被
害
確
認
、
入
試
や

卒
入
学
式
な
ど
の
学
事
対

応
、
業
務
の
再
開
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
た

経
験
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
参
加
者
は
発
災
時
に
大

学
に
迫
ら
れ
る
対
応
に
つ
い

て
現
実
的
な
視
点
で
認
識
を

新
た
に
し
た
。

　
ま
た
、
震
災
を
踏
ま
え
て

策
定
さ
れ
た
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て
、
策

定
ま
で
の
動
き
と
実
効
性
検

証
の
た
め
の
ロ
ー
ル
プ
レ
ー

イ
ン
グ
型
訓
練
の
実
施
と
成

果
な
ど
に
つ
い
て
話
が
及
ぶ

と
、
参
加
者
は
所
属
大
学
で

の
現
状
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

研究種目 氏名 所属 職名 研究課題

新
規
採
択

基盤研究 (B) 鈴木　佑記 政経学部 准教授 タイの「後住民」による先住民運動に関する人類学的研究

基盤研究 (B) 位田　達哉 理工学部 准教授 被災直後に構築できる革新的な建設型応急住宅の生産システムの開発

基盤研究 (B) 石野　裕子 文学部 准教授 記憶する都市：ヨーロッパにおける場所とモノが語る「歴史」

基盤研究 (C) 八木　堅二 政経学部 准教授 中国語方言における音韻・文法・語彙に関する言語類型地理論的研究
基盤研究 (C) 久保田　裕次 文学部 准教授 日清・日露戦争期日本の「南進」に関する多角的研究

基盤研究 (C) 大澤　秀介 法学部 特任教
授

統合から分断へー共和党最高裁の成立とその将来的限
界

基盤研究 (C) 小野瀬　倫也 文学部 教授 子どものプリコンセプションから始まる学びの最適化
を目指した理科授業デザインの研究

基盤研究 (C) 松浦　孝明 文学部 准教授 障害児の眼球運動向上トレーニングの開発と運動技能向上に対する効果の検証研究
基盤研究 (C) 清水　優菜 文学部 講師 統計不安の測定尺度開発と実態解明
基盤研究 (C) 澤邉　正人 理工学部 教授 有限群論再生としての、群複体の幾何と表現の研究

基盤研究 (C) 都　城治 防災・救急救助
総合研究所 助教 鉄道駅で発生した心停止の発生状況と、バイスタン

ダーによる救命処置の実態調査

基盤研究 (C) 竹市　勝 政経学部 教授 捕捉動作プロセスにおける運動物体の認知・予測エ
ラーと捕捉の成否に関する研究

基盤研究 (C) 後藤　貴浩 文学部 教授 地域におけるジュニアスポーツ指導者の生活実践分析

基盤研究 (C) 陳　洋明 体育学部 講師 小学校体育科における投能力育成に向けた運動領域横
断カリキュラムの開発

若手研究 大柳　良介 理工学部 講師 全地球炭素循環におけるマントルの役割を流体―岩石
平衡計算から解読する

若手研究 長名　シオン 体育学部 講師 ペプチド分解酵素による筋分化制御メカニズムの解明

若手研究 河田　浩昭 21世紀
アジア学部 講師 旅行中の計画達成と偶発的体験の観光経験評価への影

響 - 事前計画とセレンディピティ -
特別研究員
奨励費 長名　シオン 体育学部 講師 ペプチド分解酵素 LAP3 に着目した骨格筋維持機構

の解明

継
続
課
題

基盤研究 (B) 乾　睦子 理工学部 教授 近代建築物を彩った日本の石：国産建築石材の標本探
索と破壊・非破壊分析

基盤研究 (B) 福永　清貴 法学部 教授 「岸清一法律事務所訴訟記録」を起点とする法の近代化と裁判の実相に関する実証的研究

基盤研究 (B) 橋本　隆雄 理工学部 特任教
授

侍の英知である城郭石垣を守る変位計測と数値解析を
併用した危険度診断システムの構築

基盤研究 (B) 羽田　克彦 体育学部 教授 細胞内カルシウム恒常性破綻によるアスリート特有の
代謝障害の解明

基盤研究 (C) 菱刈　晃夫 文学部 教授 メランヒトンにおける「自然の光」説の受容と発展に
関する思想史的研究

基盤研究 (C) 目野　由希 体育学部 教授 日本ペン倶楽部／日本ペンクラブの〈文学場〉――日
本文学史と世界史の再解釈

基盤研究 (C) 長谷川　均 文学部 教授 多チャンネルUAV画像による生サンゴの抽出と底質
区分に関する実証的研究

基盤研究 (C) 三浦　正広 法学部 教授 著作権契約における相当報酬理論の導入可能性に関す
る比較法的研究

基盤研究 (C) 本山　雅弘 法学部 教授 知的財産権と憲法上の利用者利益との比較衡量論の近
時の発展と今後の展望

基盤研究 (C) 織田　健志 政経学部 教授 戦後思想における保守主義の形成――竹山道雄と林健
太郎を中心に――

基盤研究 (C) 中岡　俊介 政経学部 教授 20世紀前半における租税制度改革の動向とその諸背
景 - 日英米の所得税制度を中心に

基盤研究 (C) 堀口　朋亨 経営学部 教授 旧東欧社会主義諸国における同族経営の再興－正統性
がもたらす権限と機能に着目して－

基盤研究 (C) 植田　広樹 防災・救急救助
総合研究所 教授 先端技術VRによる救急現場疑似体験を活用した救急

救命士教育プログラムの開発

基盤研究 (C) 堀井　宏祐 理工学部 准教授 避難誘導装置と防災センサの知能化と分散協調処理による動的避難誘導システムの構築

基盤研究 (C) 地神　裕史 理工学部 教授 視覚・体性感覚の認知機能改善により競技力を向上さ
せる新たなトレーニング戦略の開発

基盤研究 (C) 田中　重陽 体育学部 教授 スポーツ競技者の筋疲労前後およびその回復過程にお
ける筋・腱の機能評価法の確立

基盤研究 (C) 河野　寛 文学部 教授 幼少期における動脈粘弾性と体力の関係ｰ横断的・縦
断的検討ｰ

基盤研究 (C) 加藤　将貴 政経学部 准教授 ディープフェイクによる人の認識へのインパクト分析

若手研究 秋葉　茂季 体育学部 准教授 スポーツカウンセリングにおいて身体を語ることの効果機序

基盤研究 (C) 河先　俊子 21世紀アジア
学部 教授 日本大衆文化の開放が韓国の日本語教育に及ぼした影

響

基盤研究 (C) 鈴木　裕之 法学部 教授 SNSがアフリカの口頭伝承文化に与えるインパクト：
マンデのグリオの事例

基盤研究 (C) 本間　貴子 文学部 准教授 通常教育と知的障害教育の学びの連続性を実現する教科横断型キャリア教育モデルの追究
基盤研究 (C) 名越　篤史 理工学部 准教授 固液臨界現象の探索：物理的特徴および機構の調査

基盤研究 (C) 神野　誠 理工学部 教授 超微細低侵襲手術支援ロボットの機構およびシステム
に関する研究

基盤研究 (C) 酒井　平祐 理工学部 准教授 分子配向と結晶成長を指向した有機半導体成膜法の開発と有機トランジスタへの応用

基盤研究 (C) 中島　剛 体育学部 准教授 大脳皮質視覚野に可塑性を促す新しい視覚機能リハビリテーション法の開発

基盤研究 (C) 山本　里佳 体育学部 准教授 新体操ピルエット・ローテーションの回転数を規定する因子の解明

基盤研究 (C) 熊川　大介 体育学部 教授 スピードスケート選手における「新・世界で勝つため
の目標体力水準」の構築

基盤研究 (C) 和田　匡史 理工学部 教授 熱ショック蛋白質発現がCOVID-19 による体力低下
やストレス改善の可能性の解明

基盤研究 (C) 粟野　直之 経営学部 講師 視線計測データと画像解析を用いた視覚認知の定性お
よび定量分析

基盤研究 (C) 林　一雅 法学部 准教授 学習環境における位置情報や行動情報の学習ログ収集システムの開発

基盤研究 (C) 西村　亮彦 理工学部 准教授 道路空間の再編・利用を通じた公共空間再生のトータルデザイン

若手研究 齊藤　紅葉 文学部 講師 幕末期における公家の失脚と政治参画動向を踏まえた
明治維新の再解釈

若手研究 郡司　菜津美 文学部 准教授 性教育における教えづらさと学びづらさを低減させる教員養成の指導プログラムの開発

基盤研究 (C) 平　浩一 文学部 教授 新聞小説の多角的研究─1920年代から1940年代を
中心に

基盤研究 (C) 小口　和美 21世紀アジア
学部 教授 前３千年紀シュメール・アッカド地方の政治と社会：

出土史料の研究

基盤研究 (C) 土佐　昌樹 21世紀アジア
学部 教授 東アジアの国民的アイデンティティ変容をめぐるマル

チサイテッド・エスノグラフィー
基盤研究 (C) 関根　明伸 体育学部 教授 韓国における道徳科教科書の内容分析研究
若手研究 島崎　杉雄 経営学部 准教授 のれんとシナジーに関する研究

若手研究 榎本　理恵 体育学部 講師 多変量モデルにおける変数選択問題の応用とデータへ
の適用

国際共同研究加
速基金（国際共
同研究強化 (A)）

鈴木　佑記 政経学部 准教授 ポスト・コロナ時代におけるタイの南海産品をめぐる管理・生産・販売実態の解明

基盤研究 (C) 太田　麻衣子 文学部 准教授 長江流域秦楚文化の研究：漢帝国成立の文化的背景

基盤研究 (C) 山下　修平 経営学部 准教授 戦時期日本における会計実務の植民地への展開に関する研究

若手研究 桐越　仁美 文学部 講師 西アフリカにおけるイスラーム系移民の危機回避に関
する人類学的研究

合計 62件：新規採択 18件、継続課題 44件　ほか繰越（延長）課題 19件

　
理
工
学
部
創
設
６０
年

　
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年

は
、
国
士
舘
に
と
っ
て
節
目

の
多
い
年
で
、
ち
ょ
う
ど
１０

年
前
の
本
紙
「
節
目
の
年
か

ら
省
み
て
」
に
も
記
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る（『
大
学
新
聞
』

第
４
９
３
号
）。
主
な
節
目

を
列
記
す
れ
ば
本
年
は
、
国

士
舘
の
母
体
・
青
年
大
民
団

の
結
成
１
１
０
年
、
国
士
舘

中
学
校
・
高
等
学
校
の
創
設

１
０
０
年
、
ま
た
戦
時
下
に

お
け
る
学
徒
出
陣
か
ら
８０

年
、
戦
後
の
「
至
徳
学
園
」

か
ら
の
復
称
と
国
士
舘
短
期

大
学
創
設
か
ら
７０
年
、
そ
し

て
工
学
部
（
現
理
工
学
部
）

の
創
設
６０
年
な
ど
に
あ
た

る
。
こ
れ
ら
の
節
目
の
中
か

ら
、
今
回
は
工
学
部
創
設
の

頃
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　
昭
和
３８
（
１
９
６
３
）
年

４
月
、
国
士
舘
大
学
創
設
後

の
３
つ
目
の
学
部
と
し
て

「
工
学
部
」が
設
置
さ
れ
た
。

学
部
設
置
に
あ
た
り
機
械
工

学
科
・
電
気
工
学
科
の
２
学

科
を
設
け
、
翌
３９
年
に
は
土

木
工
学
科
・
建
築
学
科
を
増

設
し
た
。
日
本
社
会
の
高
度

経
済
成
長
を
背
景
と
し
て
、

各
科
学
技
術
分
野
で
活
躍
で

き
る
技
術
者
の
養
成
を
図
る

こ
と
が
学
部
新
設
の
主
な
目

的
で
あ
っ
た
。
な
お
昭
和
３８

年
度
に
は
高
等
学
校
に
工
業

科
（
機
械
科
・
電
気
科
）
を

新
設
し
た
よ
う
に
、
国
士
舘

が
総
合
学
園
へ
の
発
展
を
目

指
す
中
で
、
理
工
系
学
部
の

新
設
は
重
要
な
意
義
を
持
つ

も
の
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
し
戦
前
か
ら
の
実
績

を
持
つ
早
稲
田
大
学
や
日
本

大
学
な
ど
の
ほ
か
、
昭
和
２４

年
頃
に
相
次
い
で
新
設
さ
れ

た
武
蔵
工
業
大
学
な
ど
の
各

「
工
業
大
学
」と
比
べ
れ
ば
、

国
士
舘
の
工
学
部
新
設
は
後

発
で
あ
る
。
こ
の
た
め
特
に

早
稲
田
大
学（
以
下「
早
大
」）

に
協
力
を
仰
ぎ
、
各
分
野
で

高
名
な
教
授
ら
を
招
聘
し
た

点
は
学
部
の
特
徴
で
も
あ
っ

た
。

　
創
設
時
の
教
授
陣
を
み
る

と
、
機
械
工
学
科
に
は
早
大

か
ら
塩
沢
正
一
（
金
属
材
料

学
）、
東
京
帝
国
大
出
身
で

造
船
開
発
の
権
威
・
木
村
正

彦
（
機
械
設
計
）
ら
を
、
電

気
工
学
科
に
は
早
大
か
ら
帆

足
竹
治
（
電
気
磁
気
学
）
や

大
隅
菊
次
郎
（
電
気
設
計
）

ら
を
招
聘
し
た
。
ま
た
土
木

工
学
科
で
は
早
大
か
ら
青
木

楠
男
（
土
木
材
料
学
）
や
法

政
大
学
の
江
崎
義
人
（
土
木

施
工
法
）
ら
を
、
建
築
学
科

で
は
早
大
か
ら
十
代
田
三
郎

（
建
築
材
料
学
）
や
日
本
大

学
の
綾
井
九
州
彦
（
建
築
設

備
）
ら
を
招
い
て
い
る
（『
工

学
部
３０
年
誌
』
平
成
５
年
１１

月
）。

　
こ
の
う
ち
機
械
工
学
科
に

招
聘
し
た
木
村
正
彦
に
つ
い

て
は
、
当
時
政
経
学
部
助
教

授
で
設
置
申
請
に
も
尽
力
し

た
藤
井
秀
夫
の
言
と
し
て

「
工
学
部
は
、
偏
に
木
村
教

授
の
率
い
る
東
京
帝
国
大

学
、
三
菱
重
工
業
の
ラ
イ
ン

に
繋
が
る
先
生
方
で
成
立
し

た
経
緯
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
」
と
の
回
顧
が
あ
る
（『
理

工
学
部
創
設
５０
周
年
記
念

誌
』
平
成
２６
年
３
月
）。

　
最
後
に
、
工
学
部
創
設
期

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
ひ
と
つ

挙
げ
て
お
こ
う
。
創
設
直
後

の
昭
和
３９
年
１０
月
１０
日
か
ら

２４
日
の
間
で
開
催
さ
れ
た
第

１８
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
に
お
い
て
、
本
学
か
ら
は

主
に
体
育
学
部
・
政
経
学
部

の
学
生
ら
が
会
場
案
内
な
ど

の
任
に
従
事
し
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
（『
百
年
史
　

通
史
編
』
５
７
９
頁
）。
こ

の
う
ち
工
学
部
機
械
工
学
科

の
２
年
生
で
あ
っ
た
清
水
將

任
は
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
昭
和

３９
年
１０
月
１３
日
付
の『
会
報
』

に
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間

中
ア
メ
リ
カ
サ
ー
ビ
ス
機
関

の
通
訳
と
し
て
出
場
す
る
こ

と
を
認
め
る
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
清
水
は
東
京
五
輪
に

通
訳
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
理
工
学
部
の
発
展
に
は
施

設
・
設
備
面
の
充
実
も
大
き

い
が
、次
の
機
会
に
譲
ろ
う
。

（
国
士
舘
史
資
料
室

　
　
　
　
　
熊
本
　
好
宏
）



〈５〉令和 ５年（２０2３年）７月２5日（火曜日） 国　士　舘　大　学　新　聞 年4回・25日発行 第５３３号

令和 ５年度事業計画 学校法人国士舘
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は
じ
め
に

　
本
年
度
事
業
計
画
で
は
、
こ
れ
か
ら

予
測
さ
れ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
、
わ

が
国
の
少
子
化
、
18
歳
人
口
漸
減
な
ど

私
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
を
見
据

え
つ
つ
、
本
学
園
の
発
展
に
向
け
て
着

実
に
進
め
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、「
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
校
舎
の
建
て
替
え
に
伴
う
環
境
整

備
計
画
」
の
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

の
策
定
を
、
ソ
フ
ト
面
で
は
建
学
の
精

神
に
基
づ
く
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
、
全
学
共
通
教
育
科
目
の
在
り
方
及

び
学
生
へ
の
支
援
策
等
を
検
討
の
柱
と

す
る
「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員

会
」
の
設
置
を
し
ま
し
た
。

　
本
学
園
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
か
っ

て
本
学
園
教
職
員
の
叡
知
と
ア
イ
デ
ア

の
結
集
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

法
人
と
教
学
が
一
致
団
結
、
一
致
協
力

の
も
と
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１ 

事
業
の
概
要

（
１
）キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
計
画
の
推

進　
令
和
４
年
10
月
１
日
に
設
置
し
た

「
国
士
舘
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整
備
計
画

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」に
お
い
て
、

竣
工
か
ら
50
年
を
経
過
し
て
い
る
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
校
舎
の
建
て
替
え
に
伴

う
環
境
整
備
計
画
の
基
本
構
想
及
び
基

本
計
画
を
策
定
し
て
推
進
し
ま
す
。

（
２
）ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
教
育
環

境
の
整
備

　
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を
見
据
え
た
本
学

園
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応
し
た

対
面
授
業
と
と
も
に
、
効
果
的
な
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
教
育
環
境
を
整
備
し
ま

す
。

（
３
）施
設
・
整
備

〔
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
体
育
・
武
道

館
（
１
・
２
階
）
空
調
機
器
の
更
新
、

中
央
図
書
館
（
１
～
５
階
）
ウ
ォ
ー
ル

ス
ル
ー
空
調
機
器
の
更
新
等

〔
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
メ
イ
プ
ル
ホ
ー

ル
外
壁
塗
装
及
び
屋
上
防
水
、
第
４
体

育
館
の
床
補
修
等

〔
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
〕21
・
25
号
館
空
調

機
器
の
更
新
、18
号
館
・
レ
ス
リ
ン
グ

場
・
剣
道
場
の
照
明（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）の
設
置
、

武
道
棟
の
屋
根
修
理
、
駐
車
場
の
舗
装

〔
国
士
舘
楓
の
杜
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
サ
ッ

カ
ー
場
ト
イ
レ
の
増
設

〔
多
摩
南
野
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
校
舎
Ｃ
棟

の
外
壁
塗
装

〔
全
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
〕
メ
ー
プ
ル
Ｓ

Ｙ
Ｓ
に
多
要
素
認
証
シ
ス
テ
ム
導
入
、

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
バ
の
補
強
、
外
部
連
携
認

証
サ
ー
バ
の
増
設
、
人
事
給
与
シ
ス
テ

ム
の
更
新

（
４
）防
火
・
防
災
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策　
自
衛
消
防
班
員
の
個
別
訓
練
強
化
、

避
難
訓
練
の
実
施
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
の
推
進
、
全
構
成
員
へ
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
講

習
会
の
実
施

（
５
）管
理
・
運
営

　
学
内
印
刷
製
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
促

進
、周
年
事
業
募
金
の
推
進
、記
念
式

典
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
開
催
、

信
用
格
付
の
受
審
、
監
査
業
務
の
促

進
、
国
士
舘
史
関
連
事
業
の
展
開

２ 

財
務
の
概
要

　
新
た
な
時
代
に
向
け
た
キ
ャ
ン
パ

ス
再
整
備
計
画
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
基
礎
と
な
る
近
時
の
事
業
活
動
収

支
は
、
授
業
料
見
直
し
、
中
途
退
学

者
抑
制
対
策
、
教
職
員
年
齢
構
成
の

若
年
化
に
伴
う
人
件
費
総
額
の
縮
減

や
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
継
続
な
ど

に
よ
り
収
支
差
額
プ
ラ
ス
を
維
持

し
、
本
学
園
が
本
来
保
持
す
べ
き
積

立
額
で
あ
る
要
積
立
率
で
は
、
令
和

３
年
度
決
算
に
お
い
て
、
70
・
７
％

に
ま
で
改
善
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

も
財
務
基
盤
の
健
全
性
を
確
保
し
、

こ
れ
を
永
続
す
る
た
め
の
予
算
管
理

に
努
め
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）収
入
面
に
つ
い
て

　
学
生
生
徒
定
員
の
確
保
、
募
金
活

動
の
新
た
な
取
組
、
公
的
助
成
金
事

業
へ
の
取
組
、
資
金
運
用
収
入
の
確

保
、
科
学
研
究
費
助
成
金
・
受
託
研

究
費
等
外
部
資
金
の
確
保

（
２
）支
出
面
に
つ
い
て

　
教
育
研
究
環
境
の
充
実
に
向
け
た

重
点
的
執
行
、
施
設
・
設
備
関
係
整

備
の
推
進
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

積
極
的
な
推
進

育
学
部
）、
実
験
装
置
機
器
の
新
規
導

入
、
学
部
創
設
60
周
年
記
念
事
業
の
計

画
実
施
（
理
工
学
部
）、
法
律
討
論
会

の
実
施
（
法
学
部
）、
ア
ド
バ
ン
ス
ト

講
座
の
開
講
、
入
学
前
教
育
（
ウ
ェ
ル

カ
ム
デ
ー
）
の
促
進
、
学
部
広
報
の
推

進
、
学
部
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
教
育

の
促
進
（
文
学
部
）、
海
外
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
再
開（
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
）、

優
良
中
堅
・
中
小
企
業
の
調
査
研
究
の

推
進
、
入
学
前
教
育
の
推
進
、
初
年
次

教
育
の
推
進
、資
格
取
得
教
育
の
推
進
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
（
経
営
学
部
）

⑭
大
学
院
の
取
組

　
入
試
説
明
会
の
開
催
（
大
学
院
全

体
）、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
伴
う
広

報
活
動
の
強
化
（
経
済
学
研
究
科
）、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
見
直
し
（
救
急
シ

ス
テ
ム
研
究
科
）、
弁
理
士
に
よ
る
都

民
特
許
無
料
相
談
会
（
総
合
知
的
財
産

法
学
研
究
科
）、
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部

と
の
連
携
に
よ
る
５
年
コ
ー
ス
の
推
進

（
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ア
研
究
科
）

⑮
各
研
究
科
の
取
組

　
研
究
発
表
へ
の
助
成
促
進
（
全
研
究

科
）、
留
学
生
支
援
の
促
進
（
経
営
学

研
究
科
）、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
、
国

際
交
流
の
推
進
、合
同
研
究
の
推
進（
救

急
シ
ス
テ
ム
研
究
科
）、
海
外
協
定
校

と
の
交
換
講
義
の
推
進
（
法
学
研
究

科
）、
国
家
試
験
対
策
の
促
進
（
総
合

知
的
財
産
法
学
研
究
科
）、
特
別
講
義

の
開
講
（
人
文
科
学
研
究
科
）

⑯
附
置
研
究
所
の
取
組

　
災
害
と
ド
ロ
ー
ン
運
用
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
設
置
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
病
院
前
救
急
医

療
体
制
構
築
支
援
（
防
災
・
救
急
救
助

総
合
研
究
所
）、
子
ど
も
対
象
の
「
沖

縄
自
然
体
験
教
室
」、
高
齢
者
の
健
康

増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
健
寿
の
駅
」
及
び

「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
フ
レ
イ
ル
予
防
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
推
進
（
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）、
イ
ラ
ク
古
代

文
化
研
究
所
の
収
蔵
物
の
電
子
化
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
構
築
・
公

開
等
の
推
進
（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
セ
ン
タ
ー
）

（
２
）図
書
館
の
環
境
整
備

　
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
関
連
資
料
の
拡
充
、
利

用
者
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
、
研
究
成
果

の
公
開

（
３
）学
生
支
援

①
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
支
援

②
事
故
防
止
対
策
の
促
進

③
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ナ
ー
の
向
上
促
進

④
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
支
援
の
推
進

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
・
配
布
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
・
個
別
指
導
の
促
進
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
の
促
進

⑤
健
康
管
理
の
推
進

　
健
康
に
関
す
る
情
報
提
供
の
促

進
、
感
染
症
防
止
対
策
の
促
進

⑥
福
利
厚
生
の
充
実
促
進

（
４
）キ
ャ
ン
パ
ス
地
域
・
社
会
貢
献

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
及
び
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
推
進
、地
域
連
携
活
動
、

地
域
防
災
活
動
、
太
宰
府
市
と
の
交

流
促
進
、
地
域
連
携
・
社
会
貢
献
推

進
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

（
５
）広
報
活
動

　
募
集
広
報
の
促
進
、
募
集
企
画
の

拡
充
、
国
士
舘
ブ
ラ
ン
ド
の
広
報
促

進４ 

高
等
学
校
・
中
学
校

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
運
営
体
制
の
見

直
し
、
中
等
部
１
０
０
周
年
事
業
、

高
大
接
続
の
促
進
、
英
語
教
育
の
促

進
、
防
災
教
育
の
推
進
、
募
集
・
広

報
活
動
の
推
進

（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
）

■各キャンパスの土地面積
　世田谷　５６,７７2㎡、町田　９０,０１９㎡、多摩　１60,749㎡、国士舘楓の杜　４２,３３５㎡、多摩南野　21,194㎡� 計３７1,069㎡
■設置する学校　（　）内は修学キャンパス
　国士舘大学（世田谷・町田・多摩）＝大学院、政経学部、体育学部、理工学部、法学部、文学部、

２１世紀アジア学部、経営学部
　国士舘高等学校（世田谷）＝全日制課程、定時制課程
　国士舘中学校（世田谷）

■役員・教職員の概要
　役　員　等：理事・監事・評議員� 計 ４5人
　専 任 教 員：大学３12人、高等学校４７人、中学校 9人� 計３68人
　非常勤教員：大学６23人、高等学校３2人、中学校 2人� 計６57人
　専 任 職 員：法人69人、大学１38人、高等学校 5人、中学校 １人� 計２13人

■学生・生徒数
　国士舘大学大学院� 288人
　国士舘大学� １２,398人
　国士舘高等学校� １,０21人
　国士舘中学校� １38人
　計� １３,845人

３ 

大
学
・
大
学
院

（
１
）教
育
・
研
究

①
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
基
本
と
す
る
学

修
目
標
の
確
立

②
教
育
成
果
の
可
視
化
推
進

③
総
合
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革

④
共
通
教
育
科
目
の
再
編
成

⑤
入
学
前
教
育
の
推
進

⑥
Ｉ
Ｒ
の
活
用
推
進

⑦
教
育
研
究
の
質
保
証

　
本
学
に
お
け
る「
望
ま
し
い
教
員
像
」

の
確
立
、
Ｆ
Ｄ
の
推
進
、
内
部
質
保
証

の
推
進
、
新
採
用
教
員
研
修
の
実
施
、

Ｓ
Ｄ
の
推
進

⑧
学
術
研
究
支
援
の
推
進

　
外
部
研
究
費
獲
得
の
推
進
、
研
究
倫

理
教
育
の
徹
底

⑨
国
際
交
流
の
推
進

　
海
外
協
定
校
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
、
海
外
研
修
の
実
施
、
海
外
協
定

校
交
流
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
海
外
留
学

（
派
遣
・
受
入
）、
留
学
生
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
編
成
実
施
、
海
外
協
定
校
等

訪
問

⑩
ス
ポ
ー
ツ
支
援
の
促
進

　
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
推

進
、
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
構
築
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ル
ー
ム
の
開
設
と
運
用
、
学
生
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
（
Ａ
Ｔ
）
チ
ー

ム
の
運
営

⑪
高
大
接
続
の
強
化
推
進

⑫
Ｔ
Ａ
・
Ｓ
Ａ
の
活
用
促
進

⑬
各
学
部
の
取
組

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

強
化
、
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
編

成
、
各
学
科
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成（
政
経
学
部
）、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
、

競
技
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
増
進
（
体

主
な
教
育・研
究
事
業

ペアワークを交えながらマナーとコミュニケーションを学ぶ

就活支援
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
備
え

　
本
学
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

セ
ン
タ
ー
は
３
年
生
・
修
士

１
年
生
を
対
象
に
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
各
種
対
策
講
座
を
開

講
し
、
就
職
活
動
に
向
け
た

支
援
を
開
始
し
て
い
る
。

　
６
月
24
日
に
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ナ
ー
講

座
が
34
号
館
Ｂ
３
０
１
教
室

で
開
催
さ
れ
、
本
学
主
催
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

す
る
学
生
ら
約
１
４
０
人
が

参
加
し
た
。

　
講
師
に
は
、
株
式
会
社
エ

イ
チ
ア
ー
ル
ピ
ー
の
山
口
み

ほ
氏
を
招
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
の
体
得
と
、
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

向
上
を
目
的
に
講
座
が
行
わ

れ
た
。

　
は
じ
め
に
山
口
氏
は
、
マ

ナ
ー
を
良
く
す
る
５
大
要

素
、
身
だ
し
な
み
・
表
情
・

あ
い
さ
つ
・
立
ち
居
振
る
舞

い
・
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
解

説
。
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
ペ
ア

に
な
り
、
表
情
や
姿
勢
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
し
合
い
な
が
ら

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
び
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ま
で
に

改
善
す
べ
き
点
を
共
有
し
た
。

　
続
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
名
刺
交
換

や
電
話
応
対
、
仕
事
の
進
め

方
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
学

生
は
実
践
を
交
え
な
が
ら

も
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
な

ど
し
て
聴
講
し
た
。

　
山
口
氏
は
「
皆
さ
ん
の
中

に
は
成
長
の
芽
が
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
育
て
ら
れ
る
の
は

自
分
し
か
い
な
い
。
本
講
座

が
自
身
の
可
能
性
を
引
き
出

す
一
助
に
な
っ
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
」
と
学
生
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　
学
生
は
、「
今
回
学
ん
だ

こ
と
と
自
分
の
長
所
を
組
み

合
わ
せ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
期
間
中
の
行
動
に
つ
な
げ

た
い
」
と
話
し
、
夏
季
休
業

期
間
中
に
実
施
す
る
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
向
け
て
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

３年生も
準備開始

コミュニケーション・マナー講座

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
半
年
間
、
学

外
派
遣
研
究
員
と
し
て
ス
イ
ス
の
ロ

ー
ザ
ン
ヌ
に
滞
在
し
て
い
る
。
ス
イ

ス
の
西
南
に
位
置
す
る
フ
ラ
ン
ス
語

圏
に
あ
り
、
レ
マ
ン
湖
沿
い
の
美
し

い
街
で
あ
る
。
天
気
の
い
い
日
に
は

対
岸
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
の
最

高
峰
モ
ン
ブ
ラ
ン
が
見
え
る
。

　
筆
者
は
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴

史
に
お
い
て
理
念
と
現
実
が
ど
の
よ

う
に
対
峙
し
て
き
た
の
か
を
検
討
し

て
き
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
目
的
は

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
類
に
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
二
つ

の
柱
「
人
間
形
成
と
世
界
平
和
」
の

う
ち
後
者
に
着
目
し
て
、
日
本
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
国
際
社
会
に

与
え
て
き
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
た
。

　
研
究
の
拠
点
に
し
て
い
る
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、

Ｉ
Ｏ
Ｃ
創
設
以
来
の
膨
大
な
文
書
類

（
議
事
録
、
書
簡
、
新
聞
の
切
抜
き

等
）
が
緻
密
に
整
理
・
保
管
さ
れ
て

い
る
。
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
図

書
や
報
告
書
類
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

も
豊
富
に
あ
る
。
こ
こ
に
い
る
と
、

い
く
ら
で
も
研
究
の
ア
イ
デ
ア
が
浮

か
び
、
研
究
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
な

気
が
す
る
。

　
出
会
い
も
あ
る
。
た
ま
た
ま
居
合

わ
せ
た
研
究
者
と
雑
談
を
交
わ
す
中

で
、
研
究
上
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
、

重
要
な
論
文
や
研
究
者
の
紹
介
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
。

　
初
め
て
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
を
訪
れ
た
の

は
大
学
院
生
の
と
き
だ
っ
た
。
招
致

に
成
功
し
た
１
９
４
０
（
昭
和
15
）

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
な
ぜ
返

上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
、
そ
の
詳
細
を
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
史
料
か

ら
解
き
明
か
そ
う
と
し
た
。
当
時
、

　
４
月
か
ら
ス
イ

ス
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
研
究
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
研
究
を
進
め

る
体
育
学
部
・
田
原

淳
子
教
授（
近
代
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
史
）か

ら
の
現
地
リ
ポ
ー
ト

を
お
伝
え
し
ま
す
。

在外研究
リポート

ス
イ
ス
体
育
学
部
教
授 

田
原 

淳
子

オリンピックハウスの表彰式会場で。
左からツヴァイフェル氏、国際ピエー
ル・ド・クーベルタン委員会事務局長
のエルヴィラ・ラミニ氏、田原教授

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
膨
大
な
史
料
ひ
も
と
い
て

全学部 業種別就職割合 （令和4年度）

全学部

建設業 5.7%その他 1.7%

医療·福祉業 3.4% 不動産業 6.1%

教育·学習支援業 9.6%

サービス業 20.3%

公務 14.2%
製造業 5.2%

金融·保険業 4.5%

情報通信業 10.5%

運輸業·郵便業 3.4%

卸売·小売業 15.4%

　
令
和
４
年
度
（
５
月
１
日
現
在
）
の

本
学
学
部
卒
業
生
の
就
職
率
は
96
・
７

％
（
前
年
度
比
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
）

で
、
前
年
を
上
回
り
、
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
禍

前
の
水
準
に
戻
っ
た
。
感
染
状
況
が
落

ち
着
き
各
企
業
の
採
用
意
欲
が
高
ま
っ

た
と
見
ら
れ
る
。
業
種
別
就
職
割
合
で

は
、
割
合
が
高
い
順
に
サ
ー
ビ
ス
業

20
・
３
％
、
卸
売
・
小
売
業
15
・
４
％
、

公
務
14
・
２
％
、
情
報
通
信
業
が
１０
・

５
％
と
な
っ
た
。
情
報
通
信
業
の
割
合

は
約
２
ポ
イ
ン
ト
高
ま
る
な
ど
需
要
の

高
さ
を
示
し
て
い
る
。

　
本
学
が
強
み
と
す
る
公
務
員
お
よ
び

教
員
に
は
合
計
４
８
６
人
が
就
職
。
全

体
の
２
割
を
占
め
る
な
ど
、
依
然
と
し

て
高
い
水
準
を
維
持
し
た
。

　
本
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ

就
職
率
回
復 

96
・７
％

全学部の業種別内訳（ホームページでも公開中）

令
和
４
年
度
卒
業
生

ン
タ
ー
を
中
心
に
全
学
的
な
支
援
体
制

を
整
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
学
部
が

専
門
分
野
に
特
化
し
た
独
自
の
サ
ポ
ー

ト
を
展
開
す
る
な
ど
、
学
生
一
人
一
人

の
夢
の
実
現
に
向
け
支
援
し
て
い
る
。

　
春
期
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

５
月
10
日
か
ら
計
４
回
、
毎
週
水
曜
日
に
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
さ
れ
、学
生
77
人
、

教
職
員
77
人
、
地
域
住
民
21
人
の
、
合
わ
せ

て
１
７
５
人
が
参
加
し
た
。

　
昼
休
み
の
時
間
に
集
ま
っ
た
学
生
と
教
職

員
、
梅
丘
１
丁
目
町
会
、
同
２
・
３
丁
目
町

会
の
住
民
ら
は
、
佐
藤
圭
一
学
長
か
ら
の
激

励
を
受
け
た
後
、
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
大
学
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、
落
ち
て
い
る

ご
み
を
拾
い
集
め
た
。

　
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
学
生

の
マ
ナ
ー
向
上
を
目
的
に
春
と
秋
に
２
回
実

施
し
て
い
る
。
学
生
や
教
職
員
だ
け
で
な
く

近
隣
住
民
も
一
緒
に
な
り
、
大
学
周
辺
の
喫

煙
や
駐
輪
マ
ナ
ー
な
ど
の
注
意
喚
起
を
し
な

が
ら
、街
の
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
４
月
に
発
売
さ
れ
た
『
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
２
０
２
４
』（
朝
日
新
聞
出
版
）

の
調
べ
に
よ
る
と
、
本
学
の
令
和
３
年

度
卒
業
生
の
消
防
官
へ
の
就
職
者
数
が

11
年
連
続
１
位
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。
警
察
官
は
２
位
、
自
衛
官
は
５

位
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
３
月
に
行
わ
れ
た
第
46
回
救

急
救
命
士
国
家
試
験
で
は
、
体
育
学
部

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
の
学
生
１
３
９
人

（
既
卒
５
人
含
む
）
が
合
格
し
た
。
令

和
４
年
度
卒
業
生
の
合
格
率
は
98
％
で

平
成
16
年
以
来
、
全
国
の
四
年
制
大
学

の
中
で
１
位
を
堅
持
し
て
い
る
。

消
防
官
就
職
者
数

11
年
連
続
全
国
１
位

国
家
試
験
合
格
率
は
９８
％

法
学
部 

就
職
支
援
を
拡
充

２
年
生
対
象
の
講
座
も
開
講

　
夢
に
向
か
っ
た
学
び
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、刑
事
系
・

民
事
系
・
公
法
・
総
合
法
学

の
４
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
る

法
学
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
に
向
け
て
学
部
独
自
の

支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
警
察
官
を
志
望
す
る
学
生

向
け
に
は
、
警
察
官
採
用
試

験
対
策
を
手
が
け
る
株
式
会

社
日
本
公
法
か
ら
講
師
を
招

き
、
模
擬
面
接
と
面
接
指
導

講
座
を
行
っ
て
い
る
。
５
月

20
日
に
行
わ
れ
た
講
座
で

は
、
受
講
学
生
ら
が
入
室
時

の
お
辞
儀
の
角
度
や
声
の
大

き
さ
、
座
る
際
の
作
法
な
ど

講
師
か
ら
指
導
を
受
け
、
実

際
の
面
接
同
様
の
緊
張
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
本
学
法
学
部
を
卒
業
し
、

各
方
面
で
活
躍
す
る
卒
業
生

を
講
師
と
し
て
招
き
、「
生

の
声
」
を
聴
く
キ
ャ
リ
ア
講

座
も
行
わ
れ
て
い
る
。
４
月

14
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回

で
は
弁
護
士
の
宗
像
玲
樹
氏

（
平
成
18
年
卒
）が
登
壇
し
、

過
去
の
自
身
の
話
も
交
え
な

が
ら
弁
護
士
の
仕
事
に
つ
い

て
講
演
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
、

２
年
生
を
対
象
に
公
務
員
試

験
対
策
入
門
講
座
が
開
講
さ

れ
、
公
務
員
を
目
指
す
学
生

に
向
け
た
試
験
対
策
を
行
う

ほ
か
、
秋
期
か
ら
は
民
間
企

業
を
目
指
す
学
生
に
向
け
た

Ｓ
Ｐ
Ｉ
講
座
や
自
己
分
析
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
行
う

キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
開
講
予
定
で
、
よ
り
就
職

支
援
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

面
接
時
の
作
法
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
る
学
生

地
域
連
携
で
美
化
活
動

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
６
月
13
日
に
東
京
・
世
田
谷
区
の

キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
１
階
プ
ラ
ザ
広

場
（
三
軒
茶
屋
駅
前
）
で
実
施
さ
れ

た
め
の
予
防
策
や
注
意
喚
起
を
行

い
、
痴
漢
を
見
逃
さ
ず
傍
観
者
と
な

ら
な
い
よ
う
呼
び
か
け
た
。

た
「
痴
漢
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
に
本
学
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
が
協
力
し
た

＝
写
真
。

　
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

世
田
谷
警
察
署
の
痴
漢
抑

止
の
た
め
の
啓
発
活
動
と

し
て
、
東
急
電
鉄
世
田
谷

線
、
本
学
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
部
、
世
田
谷
区
防
犯

協
会
な
ど
が
協
力
し
、
同

部
の
藪
下
輝
紘
さ
ん
（
法

４
年
）
と
滝
澤
広
大
さ
ん

（
21
ア
３
年
）
の
２
人
が

参
加
し
た
。
当
日
は
、
チ

ラ
シ
や
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
付
し
な
が
ら
、

危
険
な
状
況
を
回
避
す
る

痴
漢
撲
滅
を
啓
発

国際ボランティア部が協力オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

２
３
０
０
人
真
剣
に

　
本
学
は
６
月
以
降
、
土
日
を
利
用

し
て
世
田
谷
・
町
田
・
多
摩
の
各
キ

ャ
ン
パ
ス
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
し
て
い
る
。
６
月
10
日
に
は

町
田
・
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
、
同
11
日

に
は
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
、
本
学
へ
入
学
を
希
望
す
る
受
験

生
な
ど
約
２
３
０
０
人
が
来
場
し
た
。

　
当
日
は
、
大
学
紹
介
・
入
試
概
要

説
明
の
ほ
か
、
在
学
生
に
よ
る
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
や
個
別
相
談
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
本
学
の
魅
力
を
伝
え
た
。

　
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
体
育
学

部
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
科
に
よ
る
救
急

処
置
実
習
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
就
職
者
数
全
国
１
位

を
誇
る
救
急
救
命
士
養
成
課
程
の
学

生
の
動
き
を
、
入
学
を
志
望
す
る
受

験
生
が
真
剣
な
眼
差
し
で
見
学
し
て

い
た
＝
写
真
。

　
12
月
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の

開
催
も
予
定
し
て
い
る
。

年
の
６
月
23
日
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
設
立
を
記

念
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
に
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ハ
ウ
ス（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
本
部
）

は
目
白
押
し
の
行
事
で
賑
わ
っ
て
い

た
。
招
待
を
受
け
た
ク
ー
ベ
ル
タ
ン

賞
の
表
彰
式
で
、
ツ
ヴ
ァ
イ
フ
ェ
ル

氏
に
再
会
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
研
究
に

携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
歳
月

が
蘇
っ
て
き
た
。

Ｉ
Ｏ
Ｃ
理
事
で
あ
っ
た
猪
谷
千
春
氏

の
紹
介
を
得
て
、
緊
張
気
味
に
Ｉ
Ｏ

Ｃ
本
部
の
扉
の
ベ
ル
を
押
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。
温
か
く
迎
え
て
く

だ
さ
っ
た
の
は
事
務
局
長
（
当
時
）

の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
ツ
ヴ
ァ
イ
フ

ェ
ル
氏
だ
っ
た
。
そ
こ
で
夢
中
で
コ

ピ
ー
し
た
史
料
で
博
士
論
文
を
執
筆

し
た
。

　
そ
れ
か
ら
30
余
年
が
経
過
し
た
今

　
研
究
者
と
し
て
は
ま
だ
道

半
ば
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
知

り
得
た
知
見
や
経
験
を
若
い

世
代
の
研
究
者
や
学
生
に
伝
え
、
チ

ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
人
類
に
貢
献

す
る
と
い
う
オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
意
味

を
問
い
、
具
現
し
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
を
共
に
考
え
、
さ
さ
や
か
で

も
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
在
外
研
究
の
貴
重
な
機
会
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
本
学
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
園

祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
鶴
川
祭
（
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）：

10
月
14
・
15
日

◆
楓
門
祭
（
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
　

ス
）：
11
月
２
・
３
日

◆
多
摩
祭
（
多
摩
キ
ャ
ン
パ
　

ス
）：
11
月

11
・
12
日

詳
細
は
こ
ち
ら

　
　
　
　
　
→

学
園
祭
に
行
こ
う
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体
重
無
差
別
の
団
体
戦
で

争
う
全
日
本
学
生
優
勝
大
会

が
６
月
24
・
25
日
、
東
京
・

日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、
男

子
が
16
年
ぶ
り
、
通
算
７
回

目
の
日
本
一
を
つ
か
ん
だ
。

　
登
録
選
手
全
員
が
丸
刈
り

に
し
て
大
会
に
臨
む
ほ
ど
本

学
の
今
大
会
に
か
け
る
思
い

は
強
か
っ
た
。
昨
年
の
同
大

会
決
勝
で
東
海
大
に
代
表
戦

の
末
に
敗
れ
、
新
チ
ー
ム
で

は
「
雪
辱
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
稽
古
を
積
ん
で
き
た
。

　
本
学
は
初
戦
か
ら
圧
巻
の

内
容
で
決
勝
に
進
出
す
る

と
、
昨
年
と
同
カ
ー
ド
の
、

７
連
覇
を
狙
う
王
者
東
海
大

と
の
頂
上
決
戦
と
な
っ
た
。

　
迎
え
た
決
勝
で
は
、
次
鋒

の
小
田
桐
美
生
選
手
（
体
育

３
年
）
が
50
㌔
近
い
体
格
差

の
相
手
に
合
わ
せ
技
一
本
で

先
制
点
を
奪
う
と
、
以
降
は

引
き
分
け
が
続
き
１
―
０
で

副
将
の
斉
藤
立
選
手
（
体
育

４
年
）
に
つ
な
い
だ
。

　
昨
年
の
代
表
選
で
屈
辱
を

味
わ
っ
た
斉
藤
選
手
は
闘
志

を
全
面
に
出
し
、
内
容
圧
倒

の
反
則
勝
ち
で
大
将
戦
を
前

に
優
勝
を
決
め
、
大
将
戦
で

も
１
勝
を
奪
い
３
―
０
の
完

勝
で
雪
辱
を
果
た
し
た
。

　
優
勝
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
吉
永
慎
也
監
督
は
「
強
豪

校
が
揃
う
中
で
勝
つ
こ
と
の

難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
た
16

年
間
だ
っ
た
。
本
大
会
日
本

一
は
、
Ｏ
Ｂ
の
悲
願
で
も
あ

っ
た
」
と
涙
を
浮
か
べ
な
が

ら
喜
び
を
口
に
し
た
。

　
ま
た
、
同
大
会
で
は
、
女

子
が
準
優
勝
と
な
る
な
ど
、

本
学
の
活
躍
が
際
立
っ
た
大

会
と
な
っ
た
。

雪
辱
に
燃
え
宿
願
達
成

女
子
も
健
闘 

準
優
勝

　
柔
道
・
世
界
選
手
権
が
５

月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
カ
タ

ー
ル
・
ド
ー
ハ
で
開
催
さ
れ
、

14
日
に
行
わ
れ
た
混
合
団
体

の
決
勝
で
日
本
は
フ
ラ
ン
ス

に
４
︱
３
で
競
り
勝
ち
、
６

連
覇
を
達
成
し
た
。
メ
ン
バ

ー
に
は
同
大
会
１
０
０
㌔
超

級
に
出
場
し
た
斉
藤
立
選
手

（
体
育
４
年
、
写
真
）
も
名

を
連
ね
、
３
試
合
に
出
場
し

た
。

　
決
勝
の
フ
ラ
ン
ス
戦
で

は
、
１
︱
３
と
後
が
な
い
状

況
で
出
場
し
た
斉
藤
選
手
が

指
導
３
の
反
則
勝
ち
で
勝
利

す
る
と
、
後
続
も
続
き
見
事

優
勝
を
つ
か
み
と
っ
た
。

　
13
日
に
行
わ
れ
た
１
０
０

㌔
超
級
で
は
、
斉
藤
選
手
が

準
々
決
勝
で
ロ
ン
ド
ン
、
リ

オ
と
五
輪
連
覇
の
テ
デ
ィ
・

リ
ネ
ー
ル
選
手（
フ
ラ
ン
ス
）

に
延
長
戦
の
末
惜
し
く
も
敗

れ
た
。

斉
藤
選
手 

勝
利
呼
ぶ

日
本
が
団
体
６
連
覇

経
営
学
部
４
年

　
　
　
　
　
宮
嶋
　
佑
汰

　
経
営
学
科
の
三
谷
華
代
ゼ

ミ
で
は
、
会
計
情
報
を
利
用

し
た
経
営
分
析
、
経
営
学
・

管
理
会
計
の
基
礎
知
識
の
習

得
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
実
務
で
必

要
と
な
る
ス
キ
ル
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
次
か
ら
始
ま
る
ゼ
ミ

活
動
で
は
主
に
企
業
分
析
を

行
い
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る

業
界
か
ら
２
社
を
選
択
し
、

業
界
の
状
況
を
調
べ
た
う
え

で
、
各
社
の
経
営
状
態
を
３

～
４
人
の
グ
ル
ー
プ
で
分
析

し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
指
標

の
数
値
の
変
化
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
で
資
料
を
集
め
て
そ

の
背
景
を
分
析
し
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ま
と
め
て

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
が
行

わ
れ
ま
す
。
４
年
生
に
な
っ

た
現
在
は
各
自
興
味
が
あ
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
卒
業
論
文

の
執
筆
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
学
な
ど
の
基
礎
知
識

が
身
に
付
く
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
普
段

の
授
業
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
実
践
的
な
知
識
や
経

験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

効
率
的
に
発
表
資
料
を
作
成

す
る
た
め
、
他
者
に
配
慮
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

相
互
理
解
を
深
め
、
適
切
に

役
割
を
分
担
す
る
こ
と
で
仲

間
と
一
緒
に
問
題
を
解
決
す

る
力
が
培
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
な
ぜ
そ
の
分
析
結
果
に

な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
徹

底
的
に
追
及
し
た
経
験
は
、

自
己
分
析
や
企
業
研
究
な
ど

の
就
職
活
動
に
お
い
て
も
役

立
ち
ま
し
た
。

　
学
習
面
だ
け
で
な
く
、
新

入
生
歓
迎
会
や
ゼ
ミ
合
宿
、

追
い
コ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
交

え
て
学
年
関
係
な
く
交
流
が

行
わ
れ
る
た
め
、
よ
り
一
層

大
学
生
活
を
楽
し
め
て
い
ま

す
。
卒
業
ま
で
に
一
回
り
大

き
な
人
間
に
成
長
で
き
る
よ

う
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

工
学
研
究
科
修
士
課
程
１
年

　
木
場
田
（
こ
ば
た
）
慶
矩

　
大
学
院
工
学
研
究
科
の
富

樫
盛
典
研
究
室
で
は
、
流
体

力
学
の
観
点
か
ら
、
社
会
課

題
の
解
決
に
貢
献
す
る
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
富
樫
研
究
室
は
、
３
年
生

６
人
、
４
年
生
５
人
、
大
学

院
生
４
人
の
計
15
人
の
学
生

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。私
は
、

学
部
３
年
生
か
ら
在
籍
し
て

お
り
、
今
年
で
３
年
目
と
な

り
ま
す
。

　
研
究
内
容
は
、
学
部
４
年

次
の
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
で

も
あ
る
「
連
続
放
水
式
消
防

用
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
」
を
大

学
院
で
も
引
き
続
き
研
究
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
る
際

に
不
可
欠
な
バ
ッ
テ
リ
ー
の

交
換
や
放
水
時
の
水
の
補
充

を
す
る
こ
と
な
く
、
長
時
間

連
続
的
に
消
火
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
有
線
型
の
消

防
用
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
富
樫
先
生
は
、
企
業
の
研

究
開
発
部
門
に
25
年
間
在
籍

さ
れ
た
経
験
か
ら
、
研
究
の

進
め
方
、
実
験
方
法
、
実
証

方
法
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
資
料
の
作
成
方
法
ま
で
、

と
て
も
真
摯
に
ご
指
導
く
だ

さ
い
ま
す
。

　
６
月
27
日
に
は
、
ゼ
ミ
合

宿
と
し
て
、
富
樫
先
生
を
含

め
た
10
人
の
研
究
室
生
が
千

葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ

れ
た
「
ジ
ャ
パ
ン
ド
ロ
ー
ン

２
０
２
３
」
と
い
う
ド
ロ
ー

ン
の
展
示
会
に
行
き
ま
し

た
。
ド
ロ
ー
ン
の
展
示
会
と

し
て
は
日
本
最
大
級
の
規
模

な
の
で
、
有
名
な
企
業
や
団

体
が
多
数
出
展
し
て
お
り
、

ド
ロ
ー
ン
を
主
体
に
研
究
し

て
い
る
身
と
し
て
は
、
大
変

勉
強
に
な
り
、
良
い
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
展
示

会
で
は
学
部
４
年
次
の
研
究

内
容
を
発
表
す
る
機
会
に
も

恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
富
樫
研
究
室
に
入
り
、
研

究
を
は
じ
め
課
外
活
動
な

ど
、
と
て
も
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
と
感
じ
、
大
変
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

富樫盛典研究室

後列左から３番目が宮嶋さん、
後列右端が三谷講師

三谷華代ゼミ
№３４

世界柔道

　
秩
父
宮
賜
杯
第
55
回
全
日

本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大

会
・
関
東
学
生
陸
上
競
技
連

盟
推
薦
校
選
考
会
が
６
月
17

日
、
神
奈
川
・
相
模
原
ギ
オ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
、

本
学
が
７
年
ぶ
り
１２
回
目
の

本
戦
出
場
を
決
め
た
。

　
第
４
組
に
出
場
し
た
ピ
ー

タ
ー
・
カ
マ
ウ
選
手
（
21
ア

３
年
）
は
、
ト
ッ
プ
集
団
に

食
ら
い
つ
き
ベ
ス
ト
タ
イ
ム

28
分
19
秒
48
を
叩
き
出
し

た
。続
く
中
島
弘
太
選
手（
体

育
３
年
）
も
、
粘
り
強
く
走

り
切
り
、
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
の

力
走
で
出
場
権
獲
得
に
貢
献

し
た
。

　
選
考
会
に
は
20
校
が
参
加

し
、
各
チ
ー
ム
２
人
ず
つ
４

組
に
分
か
れ
て
１
万
㍍
を
走

り
、
８
人
の
合
計
タ
イ
ム
上

位
７
校
に
全
日
本
大
学
駅
伝

の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
る
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
指
揮

を
執
る
小
川
博
之
監
督
就
任

後
初
の
出
場
と
な
る
。
本
戦

は
11
月
５
日
、
名
古
屋
・
熱

田
神
宮
か
ら
三
重
・
伊
勢
神

宮
の
区
間
で
行
わ
れ
る
。

出
場
権 

７
年
ぶ
り
伊
勢
路

　
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

イ
ミ
ン
グ
（
以
下
Ａ
Ｓ
）
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
が

５
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け

て
フ
ラ
ン
ス
・
モ
ン
ペ
リ
エ

で
行
わ
れ
、
日
本
代
表
の
小

林
唄
選
手
（
体
育
３
年
）
が

チ
ー
ム
フ
リ
ー
ル
ー
テ
ィ
ン

に
出
場
し
、
見
事
優
勝
を
果

た
し
た
。

小
林
選
手 

チ
ー
ム
優
勝
Ａ
Ｓ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
仏
大
会

　
６
月
９
日
か
ら
11
日
に
行

わ
れ
た
、
日
本
Ａ
Ｓ
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
３
で

は
、
岩
崎
尽
真
選
手
（
体
育

２
年
）
が
ソ
ロ
２
種
目
に
出

場
し
、
５
年
連
続
２
冠
を
達

成
し
た
。

　
本
学
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド

ス
イ
ミ
ン
グ
部
に
所
属
す
る

両
選
手
が
国
内
外
で
大
い
に

活
躍
し
た
。

岩
崎
選
手
が

５
年
連
続
２
冠

日
本
Ａ
Ｓ
チ
ャ

レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

空手道部 創部初の快挙

　
世
界
空
手
連
盟
の
シ
ニ
ア

公
式
国
際
大
会
で
あ
る
Ｋ
Ａ

Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
１
プ
レ
ミ
ア
リ
ー

グ
２
０
２
３
が
、
６
月
９
日

か
ら
11
日
に
か
け
て
福
岡
国

際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

嶋
田
さ
ら
ら
選
手
（
体
育
４

年
）
が
女
子
組
手
61
㌔
級
で

優
勝
し
た
。
本
学
空
手
道
部

の
女
子
組
手
で
の
世
界
大
会

優
勝
は
、創
部
以
来
初
め
て
。

　
決
戦
で
は
ド
イ
ツ
の
選
手

を
相
手
に
２
点
を
先
制
さ
れ

る
が
、
積
極
的
に
間
合
い
を

詰
め
て
突
き
で
有
効
を
取

り
、
１
点
差
ま
で
縮
め
る
。

残
り
43
秒
で
上
段
突
き
を
決

め
同
点
と
す
る
も
相
手
の
技

も
認
め
ら
れ
２
︱
３
に
。
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
嶋
田

選
手
は
残
り
３
秒
で
相
手
の

上
段
突
き
を
か
い
く
ぐ
っ
て

中
段
を
突
き
、
土
壇
場
で
同

点
に
追
い
つ
い
た
。
残
り
１

秒
で
試
合
再
開
す
る
と
、
最

後
の
隙
を
つ
き
上
段
の
連
続

突
き
を
繰
り
出
し
、
そ
れ
と

同
時
に
試
合
が
終
了
し
た
。

　
会
場
内
の
緊
張
感
が
張
り

詰
め
る
中
、
審
判
団
Ｖ
Ｒ
判

定
に
よ
る
協
議
の
結
果
、
嶋

田
選
手
の
最
後
の
突
き
が
有

効
と
判
定
さ
れ
、
４
︱
３
で

逆
転
勝
利
と
な
り
見
事
優
勝

の
栄
冠
に
輝
い
た
。

女
子
組
手

嶋
田
選
手
が
金
メ
ダ
ル

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
１

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

残り１秒で逆転勝利

　
２
０
２
４
年
シ
ー
ズ
ン
か

ら
、
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
に
所

属
す
る
Ｄ
Ｆ
・
山
田
裕
翔
選

手
（
体
育
４
年
）
と
Ｆ
Ｗ
・

古
川
真
人
選
手（
21
ア
４
年
）

が
Ｊ
２
チ
ー
ム
の
東
京
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
に
、
Ｄ
Ｆ
・
望
月
ヘ

ン
リ
ー
海
輝
選
手
（
体
育
４

年
）
が
Ｊ
２
チ
ー
ム
の
Ｆ
Ｃ

町
田
ゼ
ル
ビ
ア
に
そ
れ
ぞ
れ

加
入
す
る
こ
と
が
内
定
し
た
。

　
山
田
選
手
は
セ
ン
タ
ー
バ

ッ
ク
と
し
て
絶
対
的
な
対
人

能
力
を
持
ち
、
昨
年
に
は
全

日
本
大
学
選
抜
に
選
出
さ

れ
、
今
季
は
主
将
と
し
て
も

チ
ー
ム
を
牽
引
し
て
い
る
。

古
川
選
手
は
闘
志
溢
れ
る
プ

レ
ー
で
チ
ー
ム
を
け
ん
引
す

る
大
学
サ
ッ
カ
ー
界
屈
指
の

ス
ト
ラ
イ
カ
ー
で
、
望
月
選

手
は
１
９
２
㌢
の
身
長
を
武

器
に
攻
撃
参
加
を
得
意
と
す

る
大
型
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
。

　
３
選
手
と
も
、
プ
ロ
入
り

後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
。

３
選
手 

Ｊ
リ
ー
グ
内
定

　
国
士
舘
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

学
生
ア
ス
リ
ー
ト
の
サ
ポ
ー

ト
の
一
環
と
し
て
「
ス
ポ
ー

ツ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
」

を
５
月
か
ら
開
始
し
た
。

　
本
事
業
は
、
学
生
ア
ス
リ

ー
ト
の
競
技
力
向
上
・
実
力

発
揮
に
必
要
な
心
理
ス
キ
ル

の
習
得
や
、
心
身
の
健
康
や

人
格
的
成
長
を
図
る
も
の

で
、
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
の
理

論
に
基
づ
く
体
系
的
で
教
育

的
な
活
動
。

　
具
体
的
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

心
理
学
会
認
定
ス
ポ
ー
ツ
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

士
の
資
格
を
持
つ
相
談
員
が

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
。

　
相
談
員
は
、
秋
葉
茂
季
体

育
学
部
准
教
授
の
ほ
か
、
非

常
勤
２
人
の
計
３
人
が
務

め
、
交
替
制
で
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
に
週
４
日
常
駐
す
る
。

学
生
か
ら
の
相
談
内
容
は
守

秘
義
務
を
守
り
つ
つ
、
各
ク

ラ
ブ
指
導
者
と
も
協
力
し

て
、
よ
り
良
い
競
技
環
境
の

構
築
を
目
指
す
。

ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
開
始

学
生
ア
ス
リ
ー
ト
を

心
理
学
的
に
サ
ポ
ー
ト

　
本
学
は
、

ジ
ャ
パ
ン
ラ

グ
ビ
ー
リ
ー

グ
ワ
ン
２
０

２
２
―
２３
で

「
ク
ボ
タ
ス

ピ
ア
ー
ズ
船

橋
・
東
京
ベ

イ
」
お
よ
び

「
リ
コ
ー
ブ

ラ
ッ
ク
ラ
ム

ズ
東
京
」
の

２
チ
ー
ム
に

メ
デ
ィ
カ
ル

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
協
力
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
開
幕
以
降
、

本
学
は
16
試
合
に
わ
た
り
救

急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る

教
職
員
お
よ
び
大
学
院
生
延

べ
31
人
の
ほ
か
、
本
学
学
生

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ

ー
チ
ー
ム
所
属
の
学
生
88
人

を
派
遣
し
、
選
手
お
よ
び
観

客
の
救
護
体
制
を
担
っ
た
。

　
５
月
20
日
に
行
わ
れ
た
プ

レ
ー
オ
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決

勝
で
は
、
本
学
と
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
す
る
ク

ボ
タ
ス
ピ
ア
ー
ズ
船
橋
・
東

京
ベ
イ
が
勝
利
し
、
初
優
勝

を
果
た
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
ワ
ン
16
試
合
で
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト

支
援
チ
ー
ム
初
優
勝

　
公
益
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｆ

Ａ
）
が
６
月
22
日
、
第
19
回
日
本
サ
ッ
カ
ー
殿

堂
掲
額
者
を
発
表
し
、
大
澤
英
雄
理
事
長
の
日

本
サ
ッ
カ
ー
殿
堂
入
り
が
決
ま
っ
た
。

　
大
澤
理
事
長
は
、
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
初
代
キ

ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
卒
業
後
は
指
導
者
と
し
て

数
々
の
有
力
選
手
を
輩
出
す
る
な
ど
同
部
の
発

展
に
寄
与
し
た
ほ
か
、
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー

連
盟
理
事
長
、関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
連
盟
会
長
、

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
理
事
な
ど
を
歴
任
。
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
の
創
設
や
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン

ス
リ
ー
グ
の
創
設
な
ど
数
々
の
功
績
を
残
し
て

い
る
。

　
同
協
会
に
よ
る
日
本
サ
ッ
カ
ー
殿
堂
掲
額
式

典
は
、
９
月
10
日
に
都
内
で
行
わ
れ
る
予
定
。

日本サッカー殿堂入り 大
澤
理
事
長 

Ｊ
Ｆ
Ａ
が
顕
彰

活
躍
す
る

　
ス
ポ
ー
ツ

【
柔
道
】

●
２
０
２
３
チ
ェ
コ
ジ
ュ
ニ
ア
国

際
大
会
（
６
／
３
～
４
）

60
㌔
級

優
勝
　
松
永
烈
（
体
１
年
）

90
㌔
級

優
勝
　
川
端
倖
明（
国
士
高
３
年
）

【
サ
ッ
カ
ー
】

ア
ミ
ノ
バ
イ
タ
ル
カ
ッ
プ
２
０
２

３ 

第
12
回
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
（
６
／
16
～

７
／
２
）

優
勝
　
国
士
舘
大
学

【
レ
ス
リ
ン
グ
】

●
明
治
杯
全
日
本
選
抜
選
手
権

（
６
／
15
～
18
）

男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

92
㌔
級

３
位
　
持
永
空
弥
（
体
４
年
）

●
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
Ｕ
20
（
４
／
15
～
16
）

男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

77
㌔
級

２
位
　
島
袋
希
理
瑠
（
体
１
年
）

97
㌔
級

２
位
　
加
藤
大
翔
（
体
３
年
）

【
硬
式
野
球
部
】

●
東
都
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦

２
部
３
位
　
国
士
舘
大
学

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）】

関
東
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
連
盟
春

季
リ
ー
グ
戦

１
部
２
位
　
国
士
舘
大
学

【
新
体
操
】

●
第
14
回
ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
選
手
権

大
会
（
５
／
31
～
６
／
３
）

団
体
総
合

３
位
　
稲
木
李
菜
子（
21
ア
２
年
）

●
第
56
回
東
日
本
学
生
新
体
操
選

手
権
大
会
（
５
／
12
～
13
）

女
子
団
体
総
合
・
団
体
種
目
別〈
リ

ボ
ン
・
ボ
ー
ル
〉

優
勝
　
国
士
舘
大
学
Ａ

団
体
種
目
別
〈
フ
ー
プ
〉

２
位
　
国
士
舘
大
学
Ａ

女
子
個
人
総
合

優
勝
　
小
西
野
乃
花（
21
ア
３
年
）

２
位
　
岩
永
茉
莉
亜
（
体
３
年
）

男
子
団
体
総
合

優
勝
　
国
士
舘
大
学

３
位
　
国
士
舘
大
学
Ｂ

男
子
個
人
総
合

優
勝
　
森
谷
祐
夢
（
体
３
年
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部（
男
子
）】

●
東
京
都
夏
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
（
６
／
３
～
７
／
２
）

優
勝
　
国
士
舘
大
学
Ａ

【
準
硬
式
野
球
部
】

●
東
都
大
学
準
硬
式
野
球
春
季
リ

ー
グ
戦
（
３
／
30
～
５
／
31
）

２
部
優
勝
　
国
士
舘
大
学

前
列
右
か
ら
２
人
目
が
木
場
田
さ
ん
、

後
列
中
央
が
富
樫
教
授

全
日
本
大
学
駅
伝 全

日
本
学
生
柔
道

優
勝
大
会
　
　
　

悲願の優勝をつかみ取った団体メンバーら

上
段
蹴
り
を
放
つ
嶋
田
選
手
（
青
）
＝
Ｊ
Ｋ
ｆ
ａ
ｎ
提
供

全員でガッツポーズ

小
林
唄
選
手

岩
崎
尽
真
選
手

山
田
裕
翔
選
手

古
川
真
人
選
手

望
月
ヘ
ン
リ
ー
海
輝
選
手

万
が
一
に
備
え
、
事
前
に
搬
送

方
法
を
確
認
す
る
様
子

柔
道
男
子
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